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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、

本
学
は
2
月
下
旬
に
危
機
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
度
重
な
る
会
議
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
決
定
し
、
そ
の
つ
ど
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
発
信

し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
学
位
授
与
式
を
中
止
し

ま
し
た
。
し
か
し
Ｈ
Ｐ
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

す
る
だ
け
で
な
く
、
少
し
で
も
卒
業
ま
で
の
努

力
に
対
し
、
お
祝
い
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と

思
い
、
式
典
の
際
に
壇
上
で
直
接
、
博
士
号
称

号
記
や
学
位
記
を
お
渡
し
す
る
は
ず
だ
っ
た
博

士
号
授
与
者
、各
学
部
、研
究
科
の
総
代
の
方
々

に
、
祝
意
を
伝
え
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
入
学
式
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
中
止
し

ま
し
た
。
6
月
15
日
か
ら
図
書
館
と
、
対
面
で

の
相
談
が
で
き
る
よ
う
事
務
の
窓
口
を
限
定
的

に
開
け
、
22
日
か
ら
は
ご
く
一
部
の
、
対
面
を

必
須
と
す
る
少
人
数
授
業
が
教
室
で
始
ま
り
、

い
く
つ
か
の
サ
ー
ク
ル
も
新
入
生
と
会
う
機
会

を
わ
ず
か
な
が
ら
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
、
春
学
期
の
あ
い
だ
一
度
も
大
学
に

来
ら
れ
な
か
っ
た
新
入
生
も
多
か
っ
た
は
ず
で

す
。
相
談
す
る
先
輩
も
情
報
共
有
す
る
友
人
も

い
な
い
ま
ま
、
不
安
な
毎
日
を
送
っ
た
新
入
生

の
こ
と
を
思
う
と
、
今
で
も
胸
が
痛
み
ま
す
。

　
新
入
生
を
含
む
在
学
生
に
と
っ
て
、
最
大
の

課
題
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
順
調
に
受
け
る
こ

と
で
し
た
。
4
月
初
頭
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

授
業
開
始
を
4
月
21
日
と
す
る
こ
と
、
当
面
の

あ
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
、

そ
の
受
講
方
法
、
そ
し
て
教
員
と
学
生
と
の
あ

い
だ
で
、
通
信
環
境
の
確
認
を
し
な
が
ら
す
す

め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
、
伝
え
ま
し
た
。
し
か

し
当
然
な
が
ら
通
信
環
境
の
ま
だ
整
っ
て
い
な

い
学
生
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
も
っ
て
い
な
い
学
生

も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
少
し
で
も
安
心
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
4
月
24
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

受
講
の
た
め
の
通
信
環
境
支
援
と
し
て
パ
ソ
コ

ン
貸
与
、
W
i-

F
i
ル
ー
タ
ー
貸
与
を
行
う

準
備
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
必

要
な
の
は
通
信
環
境
支
援
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
す
で
に
こ
の
時
期
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
失
う
学
生
や
家
族
の
家
計
急
変
に
見
舞
わ

れ
る
学
生
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
費
延
納
制

度
や
家
計
急
変
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
周
知

し
つ
つ
、
そ
の
拡
充
を
予
告
し
ま
し
た
。
次
の

段
階
で
は
5
月
1
日
か
ら
W
i-

F
i
ル
ー

タ
ー
の
無
償
貸
与
、
通
信
容
量
増
設
費
用
補
助
、

パ
ソ
コ
ン
の
無
償
貸
与
、
給
付
型
家
計
急
変
学

生
奨
学
金
の
強
化
、
外
部
の
奨
学
金
情
報
、
学

生
の
学
内
雇
用
の
拡
大
、
そ
し
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基
金
」
の
創
設
な

ど
の
具
体
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。こ
の「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基
金
」
は

5
月
1
日
よ
り
募
集
を
開
始
し
、
す
で
に
皆
様

か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

9
月
末
ま
で
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
私
は
と
り
わ
け

新
入
生
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
4
月
13
日
よ

り
「
総
長
か
ら
皆
さ
ん
へ
」
と
い
う
「
手
紙
」

を
Ｈ
Ｐ
上
で
毎
週
発
信
し
ま
し
た
。
ま
だ
一
度

も
大
学
に
入
っ
て
い
な
い
新
入
生
を
は
じ
め
と

し
た
学
生
た
ち
に
、
心
を
か
け
て
い
る
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
内
容
は
、
学
生

が
自
宅
に
い
る
間
に
も
で
き
る
読
書
に
つ
い
て
、

そ
の
大
切
さ
や
、
何
を
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
世
界
中
で
「
コ
ロ
ナ
後
の
大
学
」
は
変
わ
り

ま
す
。
今
後
も
学
生
を
支
援
し
つ
つ
、「
こ
れ

か
ら
の
法
政
大
学
」
を
積
極
的
に
構
想
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1952年神奈川県生まれ。1974年3月法政大学文
学部卒業。1977年3月同大学院人文科学研究科
修士課程修了。1980年3月同大学院人文科学研
究科博士課程単位取得満期退学。1980年4月法
政大学第一教養部専任講師、1983年4月同助教
授、1991年4月同教授、2003年4月社会学部教
授、2012～2013年度同学部長。2014年東京
六大学で初の女性総長に就任。専攻は江戸時代
の文学・生活文化、アジア比較文化。『江戸の
想像力 18世紀のメディアと表徴』（ちくま学芸文庫）
で芸術選奨文部大臣新人賞を、『江戸百夢 近世
図像学の楽しみ』（ちくま文庫）で芸術選奨文部
科学大臣賞、サントリー学芸賞受賞。近著に『江
戸とアバター』（朝日新聞出版）など。

Tanaka Yuko

法
政
大
学
総
長

田
中
優
子

巻
頭
言
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法政の「いま」をお伝えします。
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COVER  市ケ谷キャンパス 外濠校舎　撮影：平野太呂
外濠校舎に入ると天井から吊り下げられた大きなエンブレムが目に留まります。このエンブレム
は法政大学の伝統ある校章とその頭文字H、そしてシンボルモチーフを組み合わせたもので、
2013年に策定されました。エネルギッシュに躍動する法政大学の姿を表現しています。

学生向けにさまざまな
オンライン企画を実施しました

法政大学では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、
4月よりキャンパスへの入構制限を設けています。その間に新入
生をはじめとした学生の皆さんに向けて、オンラインでの相談会
や交流会など、さまざまな企画を実施しました。いくつかの企
画をご紹介します。

新入生サポート

新しい読書スタイル「つながる読書会」

課外教養プログラム
「多摩キャンパスバーチャルツアー」

海外交流協定大学との「オンライン学生交流会」

学習ステーションでは、5月11日（月）～15日（金）の期間、ビデオ会議
「Zoom」を活用したオンライン「新入生サポート」を実施。不安を抱え
た新入生から、時間割の組み方やサークルについてなどさまざまな質
問が寄せられ、上級生たちが親身になって向き合いました。

図書館では、5月13日（水）と18日（月）に、新しい読書スタイル「つ
ながる読書会」を開催。「本」を使ったオンライン上のコミュニケー
ションを目的とした企画で、両回とも和やかな雰囲気の中、楽しく行
われました。参加者からは「年代・学部・研究科の異なる人とつなが
り、いろいろな価値観を知れた」などの感想が寄せられました。

学生センターでは、5月29日（金）、新入生を対象にオンラインの仮
想地図「Google ストリートビュー」を使用した、課外教養プログラム

「多摩キャンパスバーチャルツアー」を実施。学生スタッフ考案のクイズ
や写真を使った施設の紹介を交えながら、多摩キャンパスを一緒に
歩いているかのように進められました。

総長室付教学企画室では、5月より海外交流協定大学との「オンライン
学生交流会」を開催。日常の活動が制限される状況下、自分の生活に
どのような変化があったのか、海外の学生たちと語り合いました。
交流先：5月29日（金）日越大学（ベトナム）、6月1日（月）北京科
技大学（中国）、6月3日（水）と24日（水）天津外国語大学（中国）、
6月27日（土）ベルティ大学（カンボジア）

季節ごとに姿を変える多摩キャン
パスの魅力も紹介

東京ドーム約17.6個分もの広さを誇
る多摩キャンパスを案内2019年度「新入生サポート」の様子

※ 「オンライン学生交流会」に関する詳細は、TOPICS（→P.28）でも紹介しています。

授業が再開し、教室で交流会に参
加する日越大学（ベトナム）

北京科技大学（中国）とのオンライ
ン学生交流会の様子読書を通してオンラインならではの方法で交流を深めた
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ޮ果తに教育ڀݚ活動΍施設・設උのվળ・
ॆ実をਤっていくかという計画をཱてるの
が学校法人の予ࢉです。学校法人のऩ入ݯ
は限られています。また、支ग़も教৬һの
人݅අ΍校ࣷのҡ持අ用など、そのଟくが
޲৚݅のڀݚ定తです。その中で、教育ݻ
上に౒め、࣭の高い教育ڀݚをӬ続తにల
開していくためには、中長期తなࡒ政計画
の下、各年度に۩体త方਑を定め、教学上
のॾ要ٻとࡒ政のௐ࿨をਤりながら、ऩ支
のߧۉのとれた予ࢉをฤ成するඞ要があり
ます。

　学校法人をӡӦするためのݯࡒは、その
大൒が学生・生ె（อऀޢ）からの学අ、
受験料、د付金および国・஍方公ஂڞ体か
らのิॿ金などのࢿ金によって࿫われてい
ます。これらのऩ入をੵݟり、いかにޮ཰త・

学ߍ法ਓͷ༧ࢉͱ͸

ʮ����೥౓༧ࢉʹ͍ͭͯʯ
2020

H O S E I  2 0 2 0
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（஫）表の金額はඦສԁ未ຬをޒࣺ࢛入しているため、
合計が計ࢉ上一கしない場合があります。

（୯Ґɿඦສԁ）
Պ　໨ 2019年度ܾࢉ ࢉ2020年度予（考ࢀ）

教

育

活

動

ऩ

支

学生生ె等ೲ付金 40
428 39
060
ख数料 3
389 3
514
付金د 455 389

経常අ等ิॿ金 4
350 4
057
付ਵ事業ऩ入 515 346

ऩ入ࡶ 1
000 765

教育活動ऩ入計 50
137 48
130
人݅අ 26
666 26
958
教育ڀݚ経අ 16
345 17
750
؅ཧ経අ 2
503 2
469
௃ऩ不能額等 0 0

教育活動支ग़計 45
514 47
177
教育活動ऩ支ࠩ額 4
623 953

教
育
活
動
外
ऩ
支

受औརଉ・配当金 397 399

そのଞの教育活動外ऩ入 31 31

教育活動外ऩ入計 428 430

आ入金等རଉ 36 31

そのଞの教育活動外支ग़ 0 0

教育活動外支ग़計 36 31

教育活動外ऩ支ࠩ額 392 399

経常ऩ支ࠩ額 5
015 1
352

ಛ
ผ
ऩ
支

ച٫ࠩ額࢈ࢿ 0 0

そのଞのಛผऩ入 120 2

ಛผऩ入計 120 2

ॲ分ࠩ額࢈ࢿ 247 1

そのଞのಛผ支ग़ 11 0

ಛผ支ग़計 258 1

ಛผऩ支ࠩ額 ˚138 0

ʤ予උඅʥ 500

本金૊入લ当年度ऩ支ࠩ額ج 4
877 852

本金૊入額合計ج ˚44 ˚3
526
当年度ऩ支ࠩ額 4
833 ˚2
673
લ年度܁ӽऩ支ࠩ額 ˚50
621 ˚46
756
本金औ่額ج 0 0

ཌ年度܁ӽऩ支ࠩ額 ˚45
788 ˚49
429
（考ࢀ）
事業活動ऩ入計 50
684 48
562
事業活動支ग़計 45
807 47
709

事業活動ऩ支ࠩ額ൺ཰� 9�6� 1�8�

�の�部࢈�ࢿ
Պ　໨ 2019年度຤ 2018年度຤ ૿　減

࢈ࢿ定ݻ 204
998 198
226 6
772

༗ݻܗ定࢈ࢿ 138
390 141
206 ˚�2
816

ಛ定࢈ࢿ 44
096 41
970 2
126

そのଞのݻ定࢈ࢿ 22
511 15
050 7
461

流動࢈ࢿ 22
525 25
527 ˚�3
002

の部合計࢈ࢿ 227
522 223
753 3
769
ෛ࠴の部・७࢈ࢿの部

Պ　໨ 2019年度຤ 2018年度຤ ૿　減

࠴定ෛݻ 18
986 19
660 ˚�674

長期आ入金　 4
904 5
281 ˚�377

長期未෷金　 894 1
161 ˚�267

退৬給༩Ҿ当金　� 13
188 13
218 ˚�30

流動ෛ࠴ 10
009 10
442 ˚�433

୹期आ入金 377 502 ˚�125

未෷金・લ受金・༬り金 9
632 9
940 ˚�309

ෛ࠴の部合計 28
995 30
102 ˚�1
108

本金ج 244
315 244
271 44

ӽऩ支ࠩ額܁ ˚�45
788 ˚�50
621 4
833

७࢈ࢿの部合計 198
527 193
650 4
877

ෛٴ࠴び७࢈ࢿの部合計 227
522 223
753 3
769

減Ձঈ٫ྦྷ計額 92
520 92
718 ˚�198

本金未૊入額ج 5
908 6
928 ˚�1
020

（୯Ґɿඦສԁ）
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https://www.hosei.ac.jp/
hosei/johokokai/hokoku/

本学では予ࢉܾ・ࢉの内容をウェ
ブサイトで公開しています。詳しい
内容をお஌りになりたい場合は、下
記63-までアクηスしてください。

ʮ৽ܕίϩφ΢Πϧεٸۓରࡦ঑学ۚجʯ
΁ͷ͝ࢧԉͷ͓͍ئ

　新型コロナウイルスײછ঱（$07*%�19）Ւに൐いՈ計がٸ変した学生、アルόイトऩ入がܹ減した学生を支援するため、
法政大学ではطଘの「Ո計ٸ変奨学金」にՃえ、「新型コロナウイルスײછ঱Ւに൐うՈ計ٸ変奨学金」および「新型コ
ロナウイルスײછ঱Ւに൐うٸۓ支援奨学金」を新設いたしました。両奨学金とも返還不要の給付型の奨学金です。
　両奨学金を通して、学業ܧ続上のࠔ೉に௚໘している学生を支援するために、「新型コロナウイルスٸۓ対ࡦ奨学ج金」を
募集しております。ଔ業生をはじめとしたօさまのްいご支援とご協 をྗࣀりたく、ͥͻともおئい申し上͛ます。

˗ਃํࠐ法˗
インターωットもしくはઐ用振込用ࢴによる振込

下記63-もしくは23コードより
申し込みページにアクηスしてください。
https://fundexapp.jp/hosei/entry.php

ʻΠϯλʔωοτ̓
「リーディング・ユニόーシティ法政募金」の振込用ࢴをごར用いただけます。振込
用ࢴの使్൪߸と使్໊に下表からご支援いただける学校をご記入いただき、お振
込みください。振込用ࢴをご入用の場合は、下記お問い合わͤઌまでご請ٻください。

ʻઐ༻ৼࢴ༺ࠐʼ

˗ืۚཁ߲˗

ืू໨త 新型コロナウイルスײછ঱Ւに൐う生ె、学生΁のٸۓ支援のため
ʻࢧԉࡦʼ（Ո計支持ऀの）新型コロナウイルスײછ঱Ւに൐うՈ計ٸ変奨学金̡ 給付型ʳ

��（アルόイト学生のための）新型コロナウイルスײછ঱Ւに൐うٸۓ支援奨学金̡ 給付型 　rなど

෇ड入د
※法政大学΁のごد付は、د付の税制༏۰ાஔ（د付金߇除）の対象となります。
ごد付は「リーディング・ユニόーシティ法政募金」として受け入れます。

ؒظूื ����೥�݄�೔ʢۚʣʙ����೥�݄��೔ʢਫʣ

ืूֹۚ
※複数口をご支援いただくことが可能です。
※一口の金額を問わず受け入れさͤ ていただきます。

Ұޱ��ສԁ

2020
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ʻ͓໰͍߹Θͤઌʼ
法政大学�ଔ業生・後援会連ܞ室募金課 Email: bokin@hosei.ac.jp  Tel: 03-3264-9807

使్൪߸

/1� /4�

/2� /5�

/3 /6

使్໊

学校ࢦ定なし

学部・大学院

通৴教育部

中学・高等学校

ୈೋ中・高等学校

国ࡍ高等学校

使్൪߸ 使్໊
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数஋が計ࢉ上一கしない場
合があります。

新型コロナウイルスײછ֦大に൐うՈ計ٸ
変、ฒびにオンライン授業受ڥ؀ߨに関す
る学生支援事業を実施しています。詳細に
ついては、法政大学)1をご確認ください。
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����೥౓入試݁Ռʹ͍ͭͯ
2020年度入試では、5年連続で10ສ人を௒えるऀئࢤを֫ಘしています。

実ऀئࢤ数は5ສ2276人で、大学ผॱҐでは2年連続で全国ୈ 1Ґとなりました。全学のঢ়گと学部ผのデータを しࣔます。
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�ୈ1Ґ　ۙـ大学
�ୈ2Ґ　日本大学
�ୈ3Ґ　早Ҵా大学
�ୈ4Ґ　໋ཱؗ大学
�第5位　法政大学

�ୈ6Ґ　ઍ༿޻業大学
�ୈ7Ґ　໌࣏大学
�ୈ8Ґ　౦༸大学
�ୈ9Ґ　関西大学
�ୈ10Ґ� 中ԝ大学

ਤ 私大ऀئࢤ数データਪҠ（過5ڈ年間、上Ґ10校）

総数（人）ऀئࢤ

2016 2017 2018 2019 2020（年度）

ਤ 2018～2020年度�学部ผऀئࢤ数ਪҠ
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����೥౓ଔۀੜͷਐ࿏ঢ়گʹ͍ͭͯ
2019年度の本学のब৬ر๬ऀܾ定཰は 98�4�と高い水準になりました。
進࿏ঢ়گと主要企業・ஂ体΁のब৬ऀਪҠのデータを しࣔます。

また、2020年度は新型コロナՒのঢ়گにおいてもさま͟ まな対応を進め、Ҿき続き学生にدりఴう支援にऔり૊んでいきます。

ਤ 主要企業・ஂ体΁のब৬ऀਪҠ（2017～2019年度）
企業໊ 2019 2018 2017

ਗ਼水建設 12 8 7

大成建設 11 5 7

大ྛ૊ 3 6 2

ੵ水ϋウス 12 11 14

大࿨ϋウス޻業 25 18 22

サッポロビール 3 3 2

サントリー 3 1 1

੡パン࡚ࢁ 10 6 9

ロッテ 2 2 3

エーβイ 3 4 1

大ਖ਼੡ༀ 1 5 2

生ಊࢿ 2 4 1

/&$ 28 11 15

パナιニック 12 8 10

෋࢜通 18 19 21

ඛి機ࡾ 15 9 13

日ཱ੡࡞所 6 7 6

トϤタ自動ं 6 9 7

46#"36 6 8 5

本ాٕ޻ݚ業 13 7 5

キϠϊン 11 5 6

大日本ҹ࡮ 13 8 7

ತ൛ҹ࡮ 19 6 13

όンμイ 3 4 2

住友঎事 0 1 1

࢈Ҫ෺ࡾ 1 2 1

ߚؙ 3 1 1

๛ా通঎ 0 4 2

∁ౡ԰ 3 4 0

ηブン�イレブン・ジャパン 7 6 11

みずほフィナンシャルグループ 19 19 47

Ҫ住友ۜ行ࡾ 11 18 34

企業໊ 2019 2018 2017

ඛ6'+ۜ行ࡾ 5 21 30

りそなホールディングス 34 30 26

ԣ඿ۜ行 15 14 11

ઍ༿ۜ行 15 21 15

大࿨ূ݊ 11 13 12

໺ଜᨽ݊ 12 22 11

ୈ一生໋อݥ 19 14 13

日本生໋ 11 13 9

ଛอジャパン 4 5 14

ࡂҪ住友海上火ࡾ 13 14 17

+3౦海 11 8 6

+3౦日本 30 19 25

行ిమٸ඿ژ 1 1 1

日本通ӡ 10 9 7

全日本ۭ༌（"/"） 23 18 17

日本ۭߤ（+"-） 25 9 10

/55౦日本 18 14 14

/55データ 9 8 1

,%%* 6 8 13

ιフトόンク 16 17 11

ಡച新ฉ社 3 2 4

/), 13 14 14

5#4 1 1 2

集英社 0 1 0

"%,ホールディングス 2 2 2

ి通 2 1 1

ത報ಊ 1 1 1

オリエンタルランド 7 3 3

+5#グループ 21 25 23

日本༣政グループ 34 27 34

国Ո公務һ 90 67 71

஍方公務һ 326 296 322

2019
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生相談室は、ࢢケ୩、ଟຎ、খ金Ҫの3キャンパス
それぞれに設ஔされていて、常றしている৺ཧカウン

ηラー（臨চ৺ཧ࢜）が相談をお受けします。　
　1回の相談につき40～50分程度の時間を確อして、ஸ
ೡにお話を࢕います。ॳ回の相談に当たっては、学生相談
室にて「学生相談申込ථ」に記入し、໘談申し込み予໿を
おئいします。　　

୅のऴわりから20୅にかけての大学時୅は、社会
にग़る一าखલの、さま͟まな経験を通じて໛ࡧ

してアイデンティティーを確ཱさͤる時期です。自分のあ
り方をࢥい೰み、いΖいΖなことを試みてはࣦഊしてしま
うこともあるでしΐう。ॿけのखをࠩし৳΂ようとしても、
「ख఻いはいらない、์っておいてほしい」と൓߅తなଶ
度をऔるかもしれまͤん。ةなっかしくࢥえるでしΐうが、
自ཱしようともがいている成長の過程では、当たりલの行
動です。਌のॿけをඞ要とするときだけखをିͤるように、
ۙす͗ずԕす͗ずのちΐうどྑいڑ཭ײをอちながら、お
おらかに成長をݟकっていくᴷそんな༨༟を持った࢟੎
でお子さんと઀してはいかがでしΐうか。
　それでも਌৺として৺配でならず、気持ちが΍きもきして
しまうときには、どうぞ学生相談室においでください。お
子さんに関わるさま͟まなお気持ちについて、おฉかͤئ
えれ͹とࢥいます。

1� 学
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ΑΓྑ͍ղܾʹ͚޲ Ұͯॹʹ͍ͯ͑ߟ ͱ͘͜ΖͰ ɻ͢

·ͳΔ͜ͱ͕͋Ε͹ɺͲΜͳ૬ஊ΋ड͚෇͚ʹؾ ɻܰ͢ؾʹར༻ͯ͠ ͍ͩ͘͞ɻ

૬ஊ৔ॴɿࢢέ୩ֶੜ૬ஊ ʢࣨ෋ࣷߍࡔݟ࢜�֊ʣ
։࠵೔ఔͳͲ͸ܾ·Γ࣍ୈɺ
େֶ΢ΣϒαΠτͷֶੜ૬ஊࣨͷϖʔδ಺Ͱ͓஌Β͍ͤͨ͠ ·͢ ɻ

学生を対象に、ห࢜ޢが法཯相談に応じます。௚໘しているトラブルに関連する
法཯上のૅج஌ࣝをఏڙし、問୊ղܾに通じる考え方などをॿݴします。

学生相談室を利用してみよう

あなたが抱えているモヤモヤした
気持ちを聞かせてください。

解決の糸口が見つかるまで、繰り返し相談にのります。

Ͳ͜ʹ૬ஊ͍͍͔ͯ͠෼͔Βͳ͍ͱ

͖͸ɺֶ ੜ૬ஊ͕ࣨ૭ޱʹͳΓ· ɻ͢
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ͯ͠ ͓࿩͍ͩ͘͠͞ɻ

ֶੜʹؔ͢Δ͜ͱͰ͋Ε͹ɺอऀޢ

͔Βͷ૬ஊ΋ड͚෇͚· ɻ͢৺഑͝
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Λు͖ग़͢͜ͱͰɺ৺ͷதͷॏΓ͕ɺ

গܰ͠ ͳ͘Δ͔΋͠Ε·ͤΜΑɻ
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H O S E I  T E A C H I N G  S T A F F

学෦ 学Պɾઐ߈ ໾৬ ໊ࢯ ओͳઐ߈ŋڀݚ಺༰

๏学෦ 法཯学Պ

教授 ੨༄ ༝߳ 経済法、国Ոのڝ૪中ཱ性（国Ոิॿ規制等）、
独઎ࢭې法と஌త࢈ࡒ法の関܎

।教授 ্ా ஌෉ 、語఩学ݴ語఩学、現୅ドイπݴ
フランクフルト学೿の఩学とプラグマティζムの間の関܎

।教授 ໺ จ඙ࠤ േ࿦ܐ、事੹೚࿦ܐ、事法ܐ

จ学෦ 学Պ࢙ ।教授 େᖒ ߊ޿ 西༸ۙ現୅࢙、ۙ現୅イΪリス࢙、イΪリスఇ国࢙

学෦ࡁܦ
経済学Պ

೚期付ࢣߨ ٠஍ ࿨໵ 政࣏経済学、ήームཧ࿦、社会બ୒ཧ࿦

೚期付ࢣߨ ཥ ᅿԕ 日本語教育学、ݴ語人ྨ学

ॿ教 দଜ ོ マクロ経済学、計ྔ経済学、経済政ࡦ

国ࡍ経済学Պ ೚期付।教授 ."/*4) 4)"3." 経済学、コーポレートフΝイナンス、日本経済

ࣾձ学෦

社会政ࡦՊ学Պ ।教授 谷本 ༗ඒࢠ ஍方自࣏、行政学、ࢢ民自࣏

社会学Պ
教授 ෢ా ढ़ี 文化社会学、౎ࢢ社会学、஍Ҭ社会学、メディア࿦

ઐ೚ࢣߨ ଜ্ Ղܙ 日本語学、日本語教育

Ӧ学෦ܦ
経Ӧ学Պ ೚期付ࢣߨ ॉ谷 Ѹ グローόルビジωス、国ࡍ人త؅ݯࢿཧ

経Ӧઓུ学Պ ೚期付教授 5)0."4 ( 108&3 国ࡍコミュニケーション

จԽ学෦ࡍࠃ 国ࡍ文化学Պ ।教授 ੴ৿ େ஌ 文化人ྨ学、オηアニア஍Ҭڀݚ

ਓؒڥ؀学෦ 人間ڥ؀学Պ ࢣߨ ٢ా लඒ 国ࡍ開発学、社会開発、ビジωスを通じたශ࡟ࠔ減�

学෦ࢱ୅෱ݱ
෱ࢱコミュニティ学Պ 教授 ∁ྑ ຑࢠ ιーシャルϫーク࿦、ιーシャルアクション

臨চ৺ཧ学Պ ॿ教 ٷ ؛ࠜ 社会෱ࢱ学（制度政ࣇ、ࡦಐ෱ྖࢱҬ）

σβΠϯ޻学෦

建ங学Պ 教授 小ງ ఩෉ 建ங設計、౎ࢢデβイン、フィールドϫーク

౎ڥ؀ࢢデβイン޻学Պ ।教授 本 Ղ士ࢁ 学、応用ྗ学޻ࢉ学、計޻学、コンクリート޻଄ߏ

システムデβイン学Պ ٬һ।教授 4&0/( 
:06/( ")

、性メディアデβイン、ユーβーエクスペリエンスデβインײ
サービスデβイン

理޻学෦ 経Ӧシステム޻学Պ 教授 ྛ ढ़հ 、（ద化問୊のアルゴリζム開発、ղੳ࠷ಛに連続）ద化࠷
ナッシュߧۉ、交通ߧۉ

生໋Պ学෦ 応用২෺Պ学Պ
教授 େ井ా ׮ 応用ࠛ஬学、ࠛ஬・μニྨの਍அ、೶ྛ֐஬の๷除

ࢣߨ ࣏઒ ఩ࠇ ࿦ࡦ経済学、೶業政ڥ؀、࿦ࡦ政ڥ؀

(*4
（άϩʔόϧڭཆ学෦） グローόル教ཆ学Պ

٬һ।教授 .": .": )0 政学ࡒ

ॿ教 ."3, #*35-&4 &OHMJTI�-BOHVBHF�BOE�"QQMJFE�-JOHVJTUJDT、
"*�BOE�UIF�BVUIFOUJDJUZ�PG�WPJDF��EJHJUBM�XSJUJOH

※2020年4月1日現在
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TELɿ03-3264-9493

■ 市ケ谷学生相談室／富士見坂校舎4階

※৺ཧテストをر๬ऀに実施しています。

受付時間 月・金　9:30～ 17:00 火～木　9:30～ 16:30

৺ཧカウンηラー相談時間 月・金　9:50～ 18:00 火～木　9:50～ 16:40

（11ɿ30～12ɿ30はன休み）

TELɿ042-783-2158

■ 多摩学生相談室／総合棟（1号館）2階

※休Ջ中の開室日時はผ్掲 しࣔます。
※৺ཧテストをر๬ऀに実施しています。

受付時間 月～金　9:30～16:30

৺ཧカウンηラー相談時間 月～金　10:00～ 16:30

（11ɿ30～12ɿ30はன休み）

TELɿ042-387-6050

■ 小金井学生相談室／管理棟4階

※休Ջ中の開室日時はผ్掲 しࣔます。
※৺ཧテストをر๬ऀに実施しています。
※グループ活動の企画を実施しています。ผ్ウェブサイトなどに掲 しࣔます。

受付時間 月～金　9:30～ 16:30

৺ཧカウンηラー相談時間 月～金　10:00～ 16:40

（11ɿ30～12ɿ30はன休み）

新型コロナウイルスײછ঱のӨڹを受け、ݪଇ、ి話相談にて対応しておりますが、
ඞ要と判அした場合には、対໘໘談なども可能です。相談をر๬される方は、
所ଐする各キャンパスの学生相談室までご連བྷください。
なお、࠷新の情報は大学ウェブサイトの学生相談室のページをごཡください。

ケ୩学生相談室ࢢ

খ金Ҫ学生相談室

ଟຎ学生相談室

URL: https: //www.hosei.ac.jp/gakusei-sodanshitsu/

ֶੜαϙʔτελοϑ͕
͢·ಈ͍ͯ͠׆

　োがいのある学生をサポートする学生サポートスタッフは、
ϊートテイクをはじめとした支援活動を行っています。ϊート
テイクとは、ௌ֮োがいのある学生のࣖになり、ߨ義内容
をฉきながら、ҙຯを要໿し、文ࣈにして఻える支援です。

ʣ5&-ɿ03�3264�6718֊�ࣷߍ߼֎έ୩ʢࢢ�˙

˙খۚҪʢ؅ཧ౩�֊ʣ� 5&-ɿ042�387�4556
˙ଟຎʢ૯߹౩�֊ʣ� 5&-ɿ042�783�4038

োֶ͕͍ੜࢧԉࣨ�໰͍߹Θͤઌ

ʮো͕͍ͷ͋Δֶੜࢧԉͷجຊํ਑ʯ
　��ʹ͍ͭͯৄ͘͠ ͸ͪ͜ Β͔ Β

学では「法政大学μイόーシティએݴ」にのっとり、
ଟ༷性を受容して、ཱ場のҧう相खの生き方΍考

え方にࣖを܏け、ཧղをਂめ合うことを໨ඪとして掲͛て
います。このཧ念にैい、োがいのある学生でも、োが
いのない学生とಉ等に学΂るڥ؀の実現を໨ࢦして、支
援のج本方਑を定めています。
　修学上のࠔ೉が予૝される学生に対しては、োがい学
生支援コーディωーターが、どのような支援がඞ要なのか、
本人からニーζをฉきऔりながら支援プログラムを࡞成し
ます。また、ඞ要に応じて学生相談室と連ܞをऔりながら
支援に当たります。
　োがい学生支援室では、サポートスタッフの確อ΍育
成、各種ߨ座΍イベントの開催を通じて、োがい学生支
援΁のཧղをଅす活動も進めています。
　法政大学はμイόーシティએݴのཧ念にैい、2018年
4月、োがいのある学生を全学తに支援するために「োが
いのある学生支援のج本方਑」を制定しました。

本

S U P P O R T
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と
し
て
で
は
な
く
、
ࣗ
ओ
త
に
ࢀ
Ճ
す
る

「
༡
び
」
ͩ
か
ら
こ
そ
、
ਅ
݋
に
な
れ
る
し
、

ಘ
る
も
の
も
多
い
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
野
球
界
に
は
戦
前
か
ら
の
উ

ར
ࢸ
上
ओ
ٛ
や
上
ҙ
Լ
ୡ
の
෩
ை
が
࢒
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ͣ
は
ࢦ
ಋ
ऀ
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
γ
ッ
プ
を
正
し
く
ཧ
ղ
し
て
も

ら
い
、
ະ
来
を
୲
う
子
ど
も
た
ち
に
野
球
の

໘
ന
さ
を
఻
͑
て
い
く
こ
と
が
大
ࣄ
ͩ
と
ߟ

͑
て
い
ま
す
。
ಉ
࣌
に
、
௖
఺
に
い
る
「
野

球
人
」
に
は
、
野
球
の
Ձ
஋
や
ັ
力
を
ࣗ
෼

ࣗ
਎
の
ݴ
༿
で
ൃ
৴
し
て
΄
し
い
で
す
。

େ
ֶ
໺
ٿ
ͷ
ه
࿥
΍
࣮
੷
͸�

�

ࠓ
΋
ࣗ
෼
ͷ
ތ
Γ

　
子
ど
も
の
ࠒ
は
、
野
球
と
い
͑
͹
౦
ژ
࿡

大
学
と
い
う
࣌
代
で
、「
Ұ
౓
で
い
い
か
ら

神
ٶ
球
৔
で
౤
͛
て
Έ
た
い
」
と
い
う
思
い

で
๏
੓
大
学
に
ೖ
り
ま
し
た
。

　
4�
উ
の
ه
࿥
（
現
在
も
ྺ
代
࠷
多
）
と
と

も
に
私
の
ތ
り
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
̍
೥

の
ळ
か
ら
̐
೥
ळ
の
Ҿ
ୀ
ま
で
、
֤
カ
ー
υ

初
戦
の
ొ
൘
を
ܧ
続
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
਺
ࣈ
や
࣮
੷
は
、
ଔ
業
後
に
ࣗ
෼
の

ྭ
Έ
と
な
り
、
ࢦ
ಋ
ऀ
や
日
本
代
表
؂
ಜ
に

ब
く
チ
ャ
ン
ス
に
݁
び
෇
く
な
ど
、
私
の
人

生
に
大
い
に
໾
ཱ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
授
業
後
に
ク
ϥ
ス
ϝ
ー
ト
の
Լ
॓

ઌ
で
た
Θ
い
も
な
い
࿩
に
ڵ
じ
た
り
、
ࢼ
ݧ

の
৘
ใ
ަ
׵
を
し
た
り
と
、
野
球
෦
һ
の
த

で
は
Ұ
൪
Ω
ャ
ン
パ
ス
ϥ
Π
ϑ
を
ָ
し
ん
ͩ

と
思
い
ま
す
。

　
਺
೥
プ
レ
ー
し
た
後
は
ا
業
の
戦
力
に
な

ろ
う
と
ߟ
͑
て
、
ॅ
༑
ۚ
ଐ
に
ब
৬
し
ま
し

が
、
２
೥
目
に
大
学
࣌
代
の
দ
Ӭ
ྯ
Ұ
؂
ಜ

が
チ
ー
Ϝ
の
؂
ಜ
と
な
っ
た
こ
と
も
͋
り
、

݁
ہ
�0
歳
ま
で
野
球
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の

後
̐
೥
間
࢓
ࣄ
を
し
て
、
社
会
の
࢓
組
Έ
が

Ұ
通
り
ҿ
Έ
ࠐ
め
た
ࠒ
に
、「
野
球
෦
の
؂

ಜ
か
、
α
΢
ジ
ア
ϥ
Ϗ
ア
の
パ
Π
プ
޻
৔
の

؅
ཧ
ऀ
か
」
と
い
う
選
択
を
ഭ
ら
れ
ま
し
て
。

そ
れ
Ҏ
来
、
日
本
代
表
、
大
学
、
プ
ロ
を
౉

り
า
き
、
野
球
界
で
は
ҟ
৭
の
ܦ
ྺ
の
持
ち

ओ
と
な
り
ま
し
た
。

Ϧ
ồ
μ
ồ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
ͷ
͸�

�
�

ࣗ
Β
Λ
ߴ
Ί
ͯ
͍
͘
࢟
੎

　
野
球
の
ࢦ
ಋ
ऀ
を
ܦ
ݧ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

と
は
Կ
か
に
Ճ
͑
て
、
リ
ー
μ
ー
γ
ッ
プ
に

ͭ
い
て
も
ߟ
͑
る
Α
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
α
ッ
カ
ー
の
ݩ
ϑ
ϥ
ン
ス
代
表
؂
ಜ
ロ

ジ
ỻ
ɾ
ル
ϝ
ー
ル
ࢯ
が
「
学
び
を
や
め
た
と

き
は
、
ڭ
͑
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ
͹
な
ら

な
い
」
と
ݴ
っ
た
Α
う
に
、
ࢦ
ಋ
ऀ
は
ઈ
͑

ͣ
ษ
ڧ
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
͹
な
り
ま
ͤ

ん
。「
෇
い
て
こ
い
」
と
Ҿ
っ
ு
る
の
で
は

な
く
、
ࣗ
෼
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
࢟

を
ݟ
ͤ
て
い
れ
͹
、
選
手
の
ํ
が
Կ
か
を
ײ

じ
、
෇
い
て
く
る
。
そ
う
い
う
チ
ー
Ϝ
に
は
、

間
ҧ
い
な
く
৴
པ
ײ
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
大
学
生
に
は
ߟ
͑
る
力
が
े
෼
に
͋
り
、

も
は
や
「
こ
れ
を
し
な
さ
い
」
と
ࢦ
ࣔ
を
ग़

す
、
大
き
な
੠
で
ฦ
ࣄ
を
す
る
と
い
う
ஈ
֊

で
は
͋
り
ま
ͤ
ん
。
؂
ಜ
の
໾
目
は
、
選
手

に
໰
Θ
れ
た
ら
౴
͑
ら
れ
る
Α
う
४
උ
し
、

選
手
が
໎
っ
て
い
る
と
き
に
ώ
ン
ト
を
༩
͑

る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
「
ڭ
͑

子
」
と
い
う
ݴ
༿
を
࢖
い
ま
ͤ
ん
。
む
し
ろ
、

私
が
学
生
か
ら
ڭ
͑
て
も
ら
っ
た
こ
と
の
ํ

が
多
い
く
ら
い
で
す
か
ら
。

ε
ϙ
ồ
π
͕
༩
͑
ͯ
͘
Ε
Δ��

�

ࡍ
ݶ
ͷ
ͳ
͍
ֶ
ͼ

　
ৗ
日
ࠒ
「
野
球
は
ߟ
͑
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と

ݴ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
学
࣌
代
に
学

ん
ͩ
こ
と
で
す
。
ࠓ
の
Α
う
な
高
౓
な
σ
ー

λ
෼
ੳ
が
な
い
࣌
代
で
、
দ
Ӭ
؂
ಜ
か
ら

「
練
習
に
ग़
な
く
て
い
い
か
ら
、
࣍
の
カ
ー

υ
で
ର
戦
す
る
ૣ
Ҵ
ా
の
ࢼ
߹
を
ݟ
て
き
な

さ
い
」
と
ݴ
Θ
れ
、
ω
ッ
ト
ཪ
で
֤
選
手
の

߈
ུ
๏
を
ݚ
ڀ
し
ま
し
た
。

　
思
い
ど
͓
り
の
球
を
౤
͛
る
に
は
ί
ン
ト

ロ
ー
ル
の
正
֬
ੑ
が
ඞ
ཁ
、
そ
れ
に
は
ど
う

い
う
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
で
౤
͛
る
か
、
ど
う
や
っ
て

体
を
ͭ
く
っ
て
い
く
か
と
、
Ұ
ͭ
ղ
ܾ
す
れ

͹
࣍
の
՝
୊
が
ු
か
び
上
が
る
。
こ
う
し
て

際
ݶ
な
く
学
び
を
༩
͑
て
く
れ
る
の
が
野
球

の
ັ
力
で
͋
り
、
こ
れ
を
࣍
の
世
代
に
఻
͑

る
の
が
私
の
࢖
໋
ͩ
と
ߟ
͑
て
い
ま
す
。

　
２
̌
̌
̌
೥
Ҏ
߱
、
๏
੓
も
含
め
て
「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
ף
し
た
学
෦
や
学
Պ
が
૿
͑
、

国
も
ス
ポ
ー
ツ
の
ࢢ
৔
ن
໛
を
２
̌
２
̑
೥

ま
で
に
��
ஹ
ԁ
に
֦
大
す
る
と
い
う
目
ඪ
を

ܝ
͛
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な
Ձ
஋
が

޿
く
ೝ
め
ら
れ
る
Α
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
に
ଧ
ち
ࠐ
ん
ͩ
学
生
、

ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
ͩ
学
生
に
は
、
プ
レ
ー

Ϡ
ー
Ҏ
֎
に
も
マ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
༻
۩
ϝ
ー
カ
ー
な

ど
多
様
な
選
択
肢
が
͋
り
ま
す
。
ͥ
ͻ
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
れ
を

ଔ
業
後
の
人
生
に
生
か
し
て
く
ͩ
さ
い
。

G
rad

uate Interview

大ֶ࣌୅のࢁ中さん。࿡大ֶ໺
୅࣌؂ಜ、୅に3ճ࣌Ͱબखٿ
に7ճ༏উをݧܦ

Yamanaka Masatake

1947年大分ݝ生まれ。1970年に
経ࡁ学部経ࡁ学科をଔ業後、ॅ༑
ۚଐ޻業（ݱ日本੡మ）に入ࣾ。
ࣾ会人໺ٿのબ手、؂ಜを経て、
1988年ιウルྠޒで໺ٿ日本୅ද
コーチ、1992年όルセロナྠޒで໺
日本୅ද؂ಜを຿める。1994ʙٿ
2002年度、本学の໺ٿ部؂ಜ、޻
学部教授。2003ʙ 2010年、ג式
会ࣾԣ඿ϕイスλーζઐ຿取క役。
2010ʙ 2014年度、本学ಛ೚教授。
2016年、໺ٿ఼ಊಛ別දজ。

HOSEI717_14-15.indd   15 2020/07/13   10:57

1992年όルηロナྠޒͰಔϝμルを
֫ಘし、બखに಑上げされるࢁ中さん
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ε
ϙ
ồ
π
Ϛ
ϯ
γ
ỽ
ϓ
ͷ
ప
ఈ
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ଓ
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ͳ
໺
ٿ
จ
Խ
Λ
ී
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日
本
の
「
精
神
野
球
」
で
育
っ
た
私
に

と
っ
て
、
40
歳
前
後
で
初
め
て
世
界
の
プ

レ
ー
や
練
習
に
触
れ
た
と
き
は
、
ま
さ
に

「
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
」
思
い
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
私
の
野
球
人
生
の
第
２
ス
テ
ー
ジ

が
始
ま
り
、
日
本
野
球
の
国
際
化
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
長
を
務
め
て
い
る
全
日
本
野
球

協
会
は
、
国
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
を
代
表

す
る
団
体
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
大
会

の
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」（
プ
ロ
を
含

む
ト
ッ
プ
、
社
会
人
、
大
学
、
女
子
な
ど
全

カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
選
択
肢
の
多

様
化
を
背
景
に
し
た
「
野
球
離
れ
」
に
歯
止

め
を
掛
け
る
た
め
、「
持
続
可
能
な
野
球
文

化
」
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
来
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
通
じ
て
、
相
手
を

尊
重
す
る
心
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
向
上
心
や

人
間
力
を
高
め
て
い
く
も
の
。
授
業
や
訓
練

໺ٿ͸ਓੜΛ๛͔に͢ Δڃߴ࠷ͳ༡ͼ
ΕͦΛੈ࣍୅に఻͑ Δͷ͕ࢲͷ໋࢖

Ұൠஂࡒ๏人શ日本໺ٿ協会 会長、日本໺ٿ協議会ࣆδャύン強Խ本部 本部長、

ΞδΞ໺ٿ࿈ໍ ෭会長   ࢁத�ਖ਼஛ Μ͞
 
౦ژ࿡大学໺ٿで、౤手として、今後も らഁれないといΘれる48উのه࿥を࢒し、ଔ業後もબ手、
؂ಜとしてࠃ಺外の大会で数ʑの༏উやϝμルを手にしたࢁ中ਖ਼஛さん。໺ٿからは多くのこと
を学΂る、それを次のੈ୅に఻えていくには、まず指導者ଆのมԽがඞ要だと言います。

このϖーδでは、๏政大学ݑষの 
「自由を生き抜く実践知」を体ݱしてい
る本学のଔ業生を঺հしていきます。
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θ
ϛ
ੜ
ͱ
ͷ
ν
ồ
Ϝ
ઓ
Ͱ�

�
�

ݚ
ڀ
Λ
ਐ
Ί
Δ

　
先
΄
ど
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
解
明
は
難
し

い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
৐
り
ӽ

え
る
の
に
ඞ
要
な
の
が
θ
ϛ
生
の
協
力
で
す
。

๏
政
大
学
社
会
学
෦
は
θ
ϛ
活
ಈ
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
2
年
生
か
ら
ر
๬
す
る
ڭ
員
の
θ
ϛ

で
研
究
や
実
ફ
活
ಈ
を
行
い
ま
す
。

　
θ
ϛ
生
た
ち
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

デ
ー
タ
を
ऩ
ू
し
た
り
、
ո
し
い
書
き
ࠐ
Έ
が

な
い
か
໨
ࢹ
で
確
認
し
た
り
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
人
に
イ
ン
タ
Ϗ
ュ
ー
を
行
っ

た
り
、
と
い
ろ
い
ろ
な
໾
ׂ
を
分
୲
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
ά
ラ
ϛ
ン
ά
で
の
デ
ー
タ
ऩ

ू
な
ど
、
ڭ
員
が
ۤ
ख
な
こ
と
も
サ
ϙ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
関
し
て
、
地
ݩ
新
聞
社

が
行
っ
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
の
Ө
ڹ
を

調
査
し
て
い
る
θ
ϛ
生
は
、
Ұ
時
Χ
ナ
ダ
に
ཹ

学
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ؒ
も
、
ڞ
ಉ
研
究
者

が
い
る
ア
メ
リ
Χ
と
೔
本
の
３
Χ
国
を
イ
ン

タ
ー
ω
ỽ
ト
会
議
で
つ
な
͗
な
が
ら
研
究
を
進

め
、
国
ࡍ
学
会
で
の
発
表
を
実
ݱ
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
੔
ཧ
は
、
他
の
θ
ϛ
生
が
サ
ϙ
ー
ト
し

て
ॿ
け
߹
う
な
ど
、
ν
ー
Ϝ
で
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

େ
ֶ
ͷ
ݚ
ڀ
͸�

�
�

�

ক
དྷ
໾
ཱ
ͭ
ͷ
͔
ʁ

　
こ
の
よ
う
な
θ
ϛ
活
ಈ
を
ࢧ
え
て
い
る
の
が
、

大
学
の
ڭ
ҭ
や
ઃ
උ
で
す
。
社
会
学
෦
で
は
、

国
内
の
大
学
で
ॳ
め
て
̜
ｏ
ｏ
̶
̻
ｅ
の
世
界

的
ω
ỽ
ト
ϫ
ー
ク
に
Ճ
入
し※
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
見
抜
く
ٕ
ज़
を
学
Ϳ
機
会
を
ఏ
ڙ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
Պ
で

は
プ
ロ
ά
ラ
ϛ
ン
ά
の
学
श
を
ਪ
঑
し
て
い
ま

す
。
研
究
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
Ω
ャ
ン

パ
ス
内
の
॓
ധ
ࢪ
ઃ
に
ധ
ま
り
ࠐ
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
に
๩
し
い
と
い
う
大
学

生
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
ず
い
Ϳ
ん
ҧ
う
と
い
う
ํ

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
は
大
学

の
研
究
は
໾
に
ཱ
た
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
が
、
研
究
は
論
ཧ
的
な
思
考
を
ཆ
い
、
೪

り
ڧ
く
औ
り
૊
む
力
を
ཆ
う
こ
と
に
ద
し
て
い

ま
す
。

　
学
生
と
話
を
す
る
と
、「
Կ
者
か
に
な
り
た

い
」
と
い
う
ؾ
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
യ
વ
と

し
た
ক
དྷ
へ
の
ෆ
҆
を
๊
い
て
い
る
の
を
感
じ

ま
す
。
อ
ޢ
者
の
օ
さ
ん
も
、「
ক
དྷ
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
」
と
心
഑
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
ࣗ
਎
も
「
Կ
者
か
」
が
௕
ら
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
で
は
఩
学
を
学
ͼ
、

ಙ
ౡ
に
̪
タ
ー
ン
し
て
新
聞
記
者
に
な
り
、
事

݅
औ
ࡐ
に
明
け
฻
れ
て
い
ま
し
た
。

θ
ϛ
ੜ
ͱ
ͱ
΋
ʹ�

�
�

�

৽
ͨ
ͳ
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ࣾ
ձ
ͷ
૑
଄
΁

　
２
０
０
０
年
୅
に
入
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
が
޿
が
っ
て
い
く
中
で
メ
デ
ィ
ア
؀
ڥ

が
大
き
く
変
わ
り
࢝
め
ま
し
た
。
Ϛ
ス
メ
デ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
、
୭
も
が
発
৴
で
き
る
社
会
と

は
ど
う
な
る
の
か
ڧ
い
ڵ
ຯ
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
̣
Ｔ
Ｔ
ά
ル
ー
プ
に
స
৬
し
て
イ

ン
タ
ー
ω
ỽ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
ฤ
ू
や
研
究
։
発

を
୲
౰
し
、
ؾ
෇
い
た
ら
研
究
者
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
タ
イ
Ϝ
Ϛ
シ
ン
で
大
学
時
୅
の
ࣗ
分

に
「
ক
དྷ
は
大
学
の
先
生
だ
ͧ
」
と
ݴ
っ
た
な

ら
、
そ
れ
こ
そ
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
ݺ
͹
わ
り

さ
れ
る
こ
と
で
し
Ỷ
う
。

　
振
り
ฦ
っ
て
Έ
れ
͹
、
新
聞
記
者
も
、
研
究

者
も
、
新
し
い
発
見
を
し
て
社
会
に
఻
え
る
と

い
う
ڞ
通
߲
が
あ
り
ま
す
。
大
学
時
୅
に
学
ん

だ
఩
学
は
、
そ
の
知
的
発
見
の
ग़
発
఺
で
し
た
。

θ
ϛ
生
も
、
ඞ
ず
し
も
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る

࢓
事
に
ब
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
会

発
表
や
論
文
の
ࣥ
ච
と
い
う
ࠔ
難
と
޲
き
߹
う

こ
と
で
、
ࣗ
分
の
中
に
あ
る
ڵ
ຯ
・
関
心
を
発

見
し
て
い
き
ま
す
。
ࣗ
ら
の
Մ
能
ੑ
を
৴
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
͹
、
ଔ
ۀ
で
す
。

　
今
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
ෛ
の

側
໘
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
多
༷
な
情
報
発
৴
や
利
便
ੑ

の
高
い
サ
ー
Ϗ
ス
が
ొ
৔
す
る
な
ど
、
Մ
能
ੑ

を
ൿ
め
た
π
ー
ル
で
す
。「
ະ
དྷ
を
༧
測
す
る

࠷
ળ
の
ํ
๏
は
、
そ
れ
を
発
明
す
る
こ
と
だ
」

ớ
ア
ラ
ン
・
έ
イ
Ờ
と
い
う
ݴ
༿
が
あ
り
ま
す
。

ෛ
の
側
໘
を
৐
り
ӽ
え
、
౎
ࢢ
と
地
ํ
を
つ
な

͙
メ
デ
ィ
ア
ͮ
く
り
や
よ
り
良
い
コ
ϛ
ュ
ニ

έ
ー
シ
ἀ
ン
を
生
む
サ
ー
Ϗ
ス
։
発
な
ど
、
θ

ϛ
生
た
ち
と
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
૑
造
に

औ
り
૊
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ESSAY ��ֶ෦ͷڭһ͕ͨͪɺڀݚͷੈքΛΤοηʔࣜܗͰ͝঺հ͠·͢ɻ

Fujishiro Hiroyuki
����೥ಙౡݝੜ·Εɻ޿ౡେֶจֶ෦఩ֶՊଔۀɺཱڭେֶେֶ
Ӄ��ੈࣾلձσβΠϯڀݚՊલظ՝ఔमྃɻಙౡ৽ฉࣾͷऀهΛ
����ɺ/55ϨκφϯτͰχϡʔεฤू΍৽αʔϏε։ൃΛ୲౰ɻͯܦ
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�
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ỿ
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໰
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Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と

い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
で
す
が
、
便
利
さ
の
裏
側
で
う
そ

の
情
報
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
「
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い
の
で
、

26
〜
27
℃
の
お
湯
を
飲
む
と
良
い
」
や
、
熊
本

地
震
時
の
「
ラ
イ
オ
ン
が
逃
げ
た
」、
な
ど
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
で
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
で
は
避
け

て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
解

明
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
ま
ず
、
う
そ

を
見
抜
い
て
事
実
を
確
認
す
る
の
が
大
変
で
す
。

さ
ら
に
世
界
で
事
情
が
異
な
る
の
も
課
題
で
す
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
聞
く
と
、
米
国
の
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
関
す
る
政
治
的
な

話
題
と
考
え
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
芸
能
人
、
国
内
で
は
災
害
や

健
康
に
関
し
て
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
国
や

地
域
の
関
心
の
高
い
話
題
で
発
生
す
る
た
め
に
、

関
連
す
る
研
究
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

ଞ
ʹ
ઌ
ۦ
͚
ͯ�

�
�

�

ࠃ
಺
ͷ
ঢ়
گ
Λ
ղ
໌

　
さ
ら
に
深
刻
な
問
題
は
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
国

が
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
「
武
器
」
と
し
て
利

用
し
、
選
挙
へ
の
介
入
や
世
論
操
作
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
か
、
ス
パ
イ
映
画
の
世

界
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
研
究
調
査
で
訪
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
バ

ル
ト
３
国
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
危
機
意
識
は
高
く
、

民
主
主
義
社
会
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
対
策
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
も
、
大
規
模
な
抗

議
デ
モ
が
起
き
た
香
港
で
、
情
報
操
作
を
行
っ

て
い
る
中
国
政
府
と
つ
な
が
り
の
あ
る
投
稿
を

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
が
削

除
し
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
他
に
先
駆
け
て
国
内
の

状
況
に
つ
い
て
論
文
を
書
い
た
り
、
学
会
で
発

表
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
新
聞
記
者
ら
の
協

力
を
得
て
、
２
０
１
７
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

と
２
０
１
８
年
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
拡

散
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
構
造
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
他
国
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
よ
う
な
深
刻
な
状
況
は
観
測
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
研
究
を
続

け
て
、
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
と
チ
ー
ム
で
挑
む

ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィ
ア
研
究

社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科

　教
授

　藤
代�

裕
之
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の
で
は
な
い
か
と
ߟ
え
た
の
で
す
。

ϙ
イ
ン
ト
は
、
文
中
の
「
言
༿
」
を
Ω
ャ

ϥ
ク
タ
ー
と
見
な
し
、
一
つ
の
文
ষ
を
イ
ϕ

ン
ト
と
見
な
す
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、
文

ষ
で
࢖
わ
れ
る
言
༿
の
関
係
ੑ
を
ਤ
ࣜ
化
す

れ
͹
、
Ω
ャ
ϥ
ク
タ
ー
૬
関
ਤ
の
よ
う
に
、

一
つ
一
つ
の
言
༿
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し

合
っ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

ਤ
ࣜ
化
す
る
と
文
ষ
の
෼
ղ
や
再
編
成
も

し
や
す
く
な
る
た
め
、
ಛ
ఆ
の
言
༿
に
ひ
も

෇
け
ら
れ
た
言
༿
だ
け
を
ந
出
す
る
な
ど
、

ॊ
ೈ
な
ૢ
࡞
も
Մ
ೳ
に
な
り
ま
す
。

ྫ
え
͹
ਤ
1
は
、
�
�
�
�
Ỗ
�
�
�
�

年
の
�
�
�
年
の
࢙
࣮
を
ਤ
ࣜ
化
し
、
৫
ా

৴
長
に
関
連
す
る
ଃ
౴
の
記
࿥
を
ந
出
し
た

も
の
で
す
。
ଃ
౴
の
記
࿥
を
௥
う
こ
と
で
、

౰
時
は
୭
が
ॏ
༻
さ
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か

に
な
り
、
੎
力
関
係
が
ු
か
び
上
が
り
ま
す
。

こ
の
ख
法
の
有
༻
ੑ
を
ߴ
め
る
΂
く
、
ݕ

ূ
を
܁
り
ฦ
し
な
が
ら
、
ݚ
ڀ
を
深
め
て
い

き
た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

จ
ཧ
ͷ
֞
ࠜ
Λ
ӽ
͑
ͯ��

�

஌
ࣝ
Λ
׆
༻
͢
Δ
ज़
Λ
୳
ڀ

こ
れ
ま
で
、
人
޻
知
ೳ
（
"
*
）
を
活
༻

し
て
ί
ン
ピ
ỿ
ー
タ
に
খ
આ
を
ॻ
か
せ
る
ϓ

ϩ
ジ
ェ
ク
ト
に
ࢀ
Ճ
す
る
な
ど
、
さ
ま
͟
ま

な
෼
野
を
ま
た
い
で
ݚ
ڀ
を
ల
開
し
て
き
ま

し
た
。
୊
ࡐ
と
し
た
ς
Ω
ε
ト
の
छ
ྨ
も
、

Ϊ
リ
γ
ャ
ਆ
話
な
ど
の
文
学
࡞
඼
か
ら
日
本

࢙
、
χ
ỿ
ー
ε
記
事
、
人
޻
Ӵ
੕
の
設
ܭ
ٞ

事
࿥
ま
で
、
ଟ
ذ
に
わ
た
り
ま
す
。
理
ܥ
学

部
で
৘
報
ॲ
理
に
ै
事
し
な
が
ら
も
、
਺
஋

σ
ー
タ
よ
り
ς
Ω
ε
ト
৘
報
を
ѻ
っ
て
い
る

ํ
が
ଟ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
ܥ
と
理
ܥ
は
そ
れ
ͧ
れ
ҟ
な
る
ੈ
ք
؍

を
࣋
っ
て
い
ま
す
が
、
͓
ޓ
い
が
า
Έ
寄
っ

て
༥
合
す
る
こ
と
で
、
ࢗ
ܹ
త
な
化
学
ม
化

を
生
Έ
出
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
1�
も
の
学
部

を
有
す
る
法
政
大
学
に
い
る
の
だ
か
ら
、
ଞ

の
Ω
ャ
ン
ύ
ε
の
ڭ
員
や
学
生
と
協
力
し

合
っ
た
ݚ
ڀ
も
し
て
Έ
た
い
で
す
Ͷ
。
文
理

を
つ
な
͙
橋
౉
し
役
と
し
て
、
一
୺
を
୲
え

る
の
で
は
な
い
か
と
ظ
଴
し
て
い
ま
す
。

ݚ
ڀ
を
௨
͡
て
、
਺
ʑ
の
知
ࣝ
を
有
ޮ
活

༻
し
た
い
Ổ
。
そ
の
思
い
の
集
大
成
と
し

て
、
い
つ
か
ϛ
ỿ
ー
ジ
ア
ム
の
γ
ε
ς
ム
ͮ

く
り
に
ܞ
わ
り
、
文
化
ํ
໘
で
も
ݚ
ڀ
を
役

立
て
た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

ྫ
え
͹
、
興
味
の
͓
も
Ή
く
ま
ま
に
ॱ
路

を
ࣗ
༝
に
બ
΂
た
り
、「
࣍
は
こ
れ
を
見
た

ら
い
か
が
で
す
か
」
と
Ψ
イ
υ
ද
ࣔ
し
て
く

れ
る
よ
う
な
、
μ
イ
ナ
ϛ
ッ
ク
な
ల
ࣔ
γ
ε

ς
ム
が
࣮
現
で
き
た
ら
、
৽
感
覚
の
ϛ
ỿ
ー

ジ
ア
ム
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て

ೳ
動
త
に
ָ
し
め
る
޻
෉
を
ࢪ
す
こ
と
で
、

知
ࣝ
を
ڗ
ड
す
る
ت
び
も
૿
す
の
で
は
な
い

か
と
、
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。

ݚ
ڀ
ͱ
ڭ
ҭ
Λ
Ұ
ମ
ͱ
͠
ͯ�

�

ਓ
ͱ
ࣾ
ձ
ͷ
ະ
དྷ
Λ
ͭ
͘
Δ

৘
報
Պ
学
部
の
ઌ
生
ํ
は
、
ҙ
思
ܾ
ఆ
の

൑
அ
が
଎
や
か
で
、
ม
化
を
ॊ
ೈ
に
ड
け
ೖ

れ
て
く
れ
る
ง
ғ
気
が
ັ
力
で
す
。
ண
೚
౰

時
か
ら
「
思
う
ま
ま
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
ԡ
し
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
ँ
し
て
い
ま
す
。

一
ํ
、
学
生
は
ૉ
௚
で
す
が
߇
え
め
で
、

গ
し
෺
足
り
な
さ
を
感
͡
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の
ੵ
Έ
ॏ
Ͷ
が
、
ࣾ

会
に
出
て
か
ら
Ֆ
࡙
く
た
め
の
「
࣮
ફ
知
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ࣗ
෼
の
Մ
ೳ
ੑ
を
৴
͡

て
、
ࣗ
力
で
ಓ
を
੾
り
開
く
力
を
ཆ
っ
て
ほ

し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
に
ର
し
て
は
ࣗ

力
で
の
՝
୊
ղ
ܾ
を
ଅ
し
、
見
क
る
ε
タ
ン

ε
で
い
る
こ
と
を
৺
掛
け
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
ݚ
ڀ
と
ڭ
ҭ
は
一
体
で
す
。

ए
い
ࠒ
は
ݚ
ڀ
に
ເ
中
で
、
ڭ
ҭ
に
අ
や
す

時
ؒ
を
੯
し
Ή
気
࣋
ͪ
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
ݚ
ڀ
者
に
な
れ
た
の
は
、

私
を
ҭ
て
て
く
れ
た
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
。

そ
の
あ
り
が
た
Έ
に
気
෇
い
て
か
ら
、
学
生

と
ա
͝
す
時
ؒ
は
、
ڭ
ҭ
で
あ
り
、
ݚ
ڀ
で

も
あ
る
ً
か
し
い
時
ؒ
に
な
り
ま
し
た
。

ڭ
ҭ
は
「
ະ
དྷ
を
ҭ
て
る
࢓
事
」
で
す
。

人
と
ࣾ
会
の
ະ
དྷ
ͮ
く
り
に
関
わ
れ
る
こ
と

を
誇
ら
し
く
感
͡
て
い
ま
す
。

 Akaishi Mina

๺ւಓ大学大学Ӄ޻学研
究科ి޻ؾ学ઐ߈ത士
課ఔ修ྃ。ത士（޻学）。
੩Ԭ大学情報学部ॿ手、
๺ւಓ大学޻学部ॿ手、
౦ژ大学ઌ୺科学技術研
究センλーॿ教授、।教
授、同大学史ྉฤࢊ所।
教授、同大学Ӄ޻学ܥ研
究科।教授などを経て、
2012年に๏政大学情報科
学部教授にண೚。ࡏݱに
。るࢸ

デーλ解ੳの参考ࢿྉとしてूめたテキスト1000。܈
ฤを௒える੕新Ұશ作඼ूから、歴史をهした史ྉま
で、多様なจݙがฒͿ

新型コロナウイルス感染༧防でキャンύス入ߏが੍
されている間は、オンライン授業をల開。学生と外ݶ
出自粛の日ʑを৐りӽえようと意ࠐؾみをޠり合った

ਤ1「ଃ౴」に基づく৫ా信長と歴୅ఱߖの人間関܎。
৫ా信長に関࿈する「ଃ౴」に関するه࿥をந出す
ると、౰時の人間関܎がුかび্がる
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Ω
ồ
ϫ
ồ
υ
ʹ
Ͱ
͖
ͳ
͍
৘
ใ
Λ�

�

Ͳ
͏
΍
ỳ
ͯ
ݕ
ࡧ
͢
Δ
͔

大
ྔ
の
σ
ー
タ
を
؅
理
し
て
ඞ
ཁ
な
৘
報

を
探
し
出
す
、
σ
ー
タ
ϕ
ー
ε
ॲ
理
に
ܞ
わ

る
ݚ
ڀ
を
ଓ
け
て
い
ま
す
。

一
ൠ
త
な
σ
ー
タ
ݕ
ࡧ
は
Ω
ー
ワ
ー
υ
を

ೖ
力
し
て
ߦ
い
ま
す
。
し
か
し
ະ
知
の
事
৅

や
ந
৅
త
な
言
༿
な
ど
、
Ω
ー
ワ
ー
υ
に
し

ͮ
ら
い
৘
報
は
ど
う
や
っ
て
ݕ
ࡧ
す
れ
͹
よ

い
の
で
し
Ỷ
う
。
そ
の
ٙ
問
が
、
私
の
ݚ
ڀ

の
ݯ
ઘ
で
す
。

大
લ
ఏ
と
し
て
、
ί
ン
ピ
ỿ
ー
タ
は
人
ؒ

が
ॻ
い
た
文
ষ
の
ҙ
味
を
理
ղ
で
き
ま
せ
ん
。

人
ؒ
は
、
ಐ
話
と
औ
ѻ
આ
明
ॻ
の
ҧ
い
を
ೝ

ࣝ
で
き
ま
す
が
、
ί
ン
ピ
ỿ
ー
タ
に
と
っ
て

は
୯
な
る
文
ࣈ
৘
報
の
ཏ
ྻ
で
す
。
そ
ん
な

ί
ン
ピ
ỿ
ー
タ
に
ࣗ
動
ॲ
理
さ
せ
る
に
は
、

文
ষ
内
の
৘
報
を
ػ
ց
త
に
ྨ
ܕ
化
す
る

ル
ー
ル
の
構
ங
が
ඞ
ཁ
で
す
。
そ
こ
で
ண
໨

し
た
の
が
「
෺
語
構
଄
」
で
す
。

　෺
語
の
構
଄
を
γ
ン
ϓ
ル
に
෼
ੳ
す
る
と
、

最
খ
ཁ
ૉ
は
Ω
ャ
ϥ
ク
タ
ー
（
ొ
৔
人
෺
）

で
す
。
ཁ
ૉ
が
集
ま
る
͝
と
に
イ
ϕ
ン
ト

（
出
དྷ
事
）、
γ
ー
ン
（
৔
໘
）、
ε
ト
ー

リ
ー
（
෺
語
）
が
構
成
さ
れ
ま
す
。
最
ऴ
త

に
、
ෳ
਺
の
෺
語
が
ま
と
ま
っ
て
「
ਆ
話
の

ੈ
ք
」
な
ど
の
ワ
ー
ル
υ
Ϟ
σ
ル
（
ੈ
ք

؍
）
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
こ
の
構
଄
に
な

ͧ
ら
え
て
文
ষ
を
෼
ղ
す
る
こ
と
で
、
あ
ら

Ώ
る
文
ݙ
を
ྨ
ܕ
化
す
る
ル
ー
ル
を
࡞
れ
る

情報科学部コンピュータ科学科 教授　�੺ੴ�ඒಸ

「知識を活用したい」という思いから、データベース管理を研究している赤石美奈教授。
図式を用いて、文章に含まれる言葉の関連性を整理するなど、創意工夫に満ちた研究を展開しています。

vol .30

ΑΓྑ ͍ࣾձͷͨΊに ·͍͍ Δ৔ॴ Β͔ߟ Δ͑

HOSEI PHRONESIS

HOSEI717_16+17 OJ_再.indd   16 2020/07/21   11:24



21｜HOSEI 2020.8・9

THE SCENE
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େֶ༗਺ͷྺ࢙ͱ࣮ ΛྗތΔɺ法政େֶମҭձɻ
Μͦͳ఻౷ Δ͋��ମҭձ͕೔ʑ׆ಈ͠ ͯ Δ͍ϫϯγʔϯΛɺഭྗ Δ͋ΧϥʔάϥϏΞͰ঺հ͠ ·͢ ɻ

୎ٿ部は、1938（ত࿨13）年に૑ཱ。ී ஈは、ࢢケ୩総合体育ؗ4֊の୎
連ໍの1部リーグに在籍しٿ場で࿅शしています。現在は、関౦学生୎ٿ
ています。2019年度は「関౦学生新人બखݖ大会」のஉ子シングルスで
༏勝を০り、「関౦学生୎ٿબखݖ大会」のஉ子シングルスでは5人がベス
ト16にランクイン。「ୈ89回全日本大学総合୎ٿબखݖ大会・ஂ 体の部」
では、3年連続となるベスト8入りを果たしました。2020年度はݸ人ઓ、ஂ 体
ઓともに、2019年度以上の成੷を໨ඪに掲͛、法政大学体育会の一һと
して大学スポーπをリードしていけるように日ʑਫ਼進します。

（ݝۄ࡛）民体育ؗࢢӨ場所ɿ所୔ࡱ
（スポーπ法政新ฉ会）و࿨ࢁӨɿย　　ࡱ
集合ࣸਅɿ୎ٿ部ఏڙ

୎ٿ෦
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経営学部経営学科4年
Iwamatsu Yumeno

岩松 夢乃 さん

アメフトから学んだ
「挑戦すること」の大切さMessage

ʮࣗ༝ͳֶ෩ʯͷԼͰɺࣗ Β͑ߟɺ
ಈ͢Δֶੜͷ੠Λಧ͚·͢ɻߦ
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会
長
ୀ
任
あ
い
さ
つ

�
�
1
�
年
౓
ձ
長

౉
ล
߁
ଠ

　
ฏ
ૉ
よ
り
、
օ
さ
ま
に
は
後
援
会
活
動
に
ର
し
て
͝

理
ղ
な
ら
び
に
͝
協
力
を
い
た
だ
き
、
ް
く
ޚ
ྱ
ਃ
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ί
ϩ
ナ
Ւ
に
͓
け
る
国
内
で
の
Ҡ

動
੍
ݶ
も
ղ
আ
さ
れ
、
ঃ
ʑ
に
以
લ
の
日
ৗ
生
活
を
औ

り
໭
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
感
છ
の
ෆ
҆
と
と
も
に
৽

し
い
生
活
༷
ࣜ
に
ށ
࿭
い
つ
つ
、
い
ま
だ
མ
ͪ
ண
か
な

い
日
ʑ
を
͓
ա
͝
し
の
こ
と
と
͓
࡯
し
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
৽
ܕ
ί
ϩ
ナ
ウ
イ
ル
ε
感
છ
֦
大
๷
ࢭ
の

た
め
、
҆
全
໘
を
ߟ
ྀ
し
、
学
生
、
อ
ޢ
者
の
օ
さ
ま

に
と
っ
て
ॏ
ཁ
な
ࣜ
య
で
あ
る
学
Ґ
त
༩
ࣜ
͓
よ
び
ೖ

学
ࣜ
の
開
催
が
中
ࢭ
と
な
っ
た
こ
と
に
Ҩ
״
の
ҙ
を
ද

し
ま
す
。

　
会
長
在
೚
中
を
ৼ
り
ฦ
る
と
、
ब
೚
౰
ॳ
の
�
月
は

「
ྩ
࿨
」
ນ
明
け
の
ॕ
լ
ム
ー
υ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ळ

の
୆
෩
19
号
に
よ
る
খ
ۚ
Ҫ
Ω
ャ
ン
ύ
ε
の
ट
౎
ݍ
෕

฼
࠙
ஊ
会
の
中
ࢭ
、
２
０
２
０
年
3
月
か
ら
1�
月
ま
で

の
後
援
会
事
業
活
動
の
中
ࢭ
、
װ
事
会
・
ఆ
時
૯
会
の

ॻ
໘
ܾ
ٞ
΁
の
ม
ߋ
と
、
生
໋
の
҆
全
を
֬
อ
す
る
た

め
に
೉
し
い
൑
அ
を
ഭ
ら
れ
た
こ
と
が
強
く
ҹ
৅
に

࢒
っ
て
い
ま
す
。
ۤ
ौ
の
ܾ
அ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

೚
ظ
を
全
う
で
き
た
の
も
ڞ
に
ӡ
Ӧ
に
౰
た
っ
て
く
れ

た
̐
人
の
副
会
長
、
̓
人
の
૯
務
の
ܭ
11
人
の
ӡ
Ӧ
ҕ

員
を
は
͡
め
、
協
力
・
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の

օ
さ
ま
、
事
務
局
な
ら
び
に
関
係
者
の
օ
さ
ま
の
ਚ
力

の
͓
か
げ
で
あ
り
、
こ
の
৔
を
आ
り
て
感
ँ
ਃ
し
上
げ

ま
す
。
1
年
ؒ
、
あ
り
が
と
う
͝
͟
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
༧
அ
を
ڐ
さ
な
い

ঢ়
گ
で
あ
り
、
ਗ਼
ਫ
৽
会
長
の
下
、
Ҿ
き
ଓ
き
学
生
な

ら
び
に
大
学
の
た
め
、
会
員
の
օ
さ
ま
に
は
、
団
結
し

て
こ
の
೉
局
に
ର
応
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
͓
ئ

い
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

ࣸਅͰݟΔ౉ล会௕の1年ؒ

������೥�݄�೔ʢ౔ʣ����೥౓૯ձɺ
খᖒಙલձ௕͔Β᧪ʢ͖ͨ͢ʣΛड͚Δɹ
������೥�݄�೔ʢ౔ʣେֶͱͷ࠙਌ձɺ
ాத༏ࢠ૯௕ͱɹ������೥�݄�೔ʢ౔ʣ
ௗऔ・ౡࠜࢧݝ෦૯ձɹ������೥�݄�
೔ʢ౔ʣৗ೚ࣄװձɹ������೥��݄�
೔ʢ౔ʣࢧ෦௕࠙ஊձɹ������೥��݄
��೔ʢਫʣେֶͱͷ࠙ஊձɹ������೥
��݄��೔ʢ౔ʣ཮্ٕڝ෦૑෦ඦप೥
೦ࣜయɹ������೥�݄��೔ʢ౔ʣӡه
Ӧձٞɹ������೥�݄��೔ʢ౔ʣլࢺ
ձɹ�������೥�݄��೔ʢ౔ʣެ׻ަ
ೝձݧࢼ࢜ܭ߹֨ऀॕլձɹ�������
೥�݄��೔ʢ೔ʣΦʔϧ๏੓৽೥Λॕ͏ ձ
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後
援
会
だ
よ
り

HOSEI
2020

August・September

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す

2
0
2
0
年
度
後
援
会
会
長

就
任
あ
い
さ
つ

法
政
大
学
ޙ
ԉ
ձ
ձ
長

清
水
伸
行

2020೥౓ 法政大学ޙԉձͷओͳ೥ؒࣄߦ
月日 ༵日 行事 内容

4月3日 金 入学式�※中ࢭ　 大学行事、両国国ٕؗにて開催。後援会会長が後援会の活動につ
いてઆ໌

5月16日 土 事会�※ॻ໘ܾ議で実施װ 後援会の໾һ会。ܾ 案等を審議ࢉ予、ࠂ報ࢉ

5月30日 土�

支部長会議�※中ࢭ 後援会事業と支部総会・෕฼࠙談会についてଧち合わͤ

総会�※ॻ໘ܾ議で実施 事業報ࠂ・ܾ 案、2020年度໾һを審議ܾ定ࢉ予、ࠂ報ࢉ
࠙਌会�※中ࢭ 大学主催の࠙਌会

8月31日 月 支部総会�※ి子ܾ議で実施　
෕฼࠙談会�※中ࢭ

ྫ年7・8月に全国36支部、各会場で開催。今年度の支部総会は、8
月31日にܾ議（全支部ڞ通）

9月 （日程未定） 校友会との࠙談会������������������������������� 大学発లのために、校友会と後援会が年1回行う࠙ 談会

10月4日 日 ट౎ݍ෕฼࠙談会（ࢢケ୩キャンパス）�※中ࢭ ྫ年、౦ژ౎、ਆಸ઒ݝ、ઍ༿ݝ、࡛ 在住の会һを対象にキャݝۄ
ンパスごとに開催。ߨԋ、キャンパスπアー、ݸผ相談、学生サークル
の紹介等が行われる（ଟຎキャンパスはଟຎ祭とಉ日開催）�

10月11日 日 ट౎ݍ෕฼࠙談会（খ金Ҫキャンパス）�※中ࢭ

10月17日 土 ट౎ݍ෕฼࠙談会（ଟຎキャンパス）�※中ࢭ

11月14日 土��������������������������������
支部長会議（支部長࠙談会） 支部活動の報ࠂとҙݟ交׵

෭学長・学部長・学生ηンター長・後援会࠙談会�������������������������� 支部の෕฼࠙談会で会һからد らͤれた࣭問等に෭学長・学部長・
学生ηンター長が回౴

11月15日 日 支部長会議 支部総会・෕฼࠙談会の報ࠂ、活動の情報交׵

11月25日 水 総長・学内ཧ事との࠙談会 総長・学内ཧ事と後援会ӡӦҕһが会談

1月9日 土 オール法政լࢺ交׻会 総長をはじめとする法政関ऀ܎が集う新年会

3月6日 土
事会װ 後援会の໾һ会。次年度࢑定予ࢉなどを審議

後援会৆表জ ೉関試験をಥ しഁた学生、学ज़・スポーπ分໺において༏れた成੷を
ऩめた学生、国ࡍ交流にਚくした外国人ཹ学生を表জ

3月24日 水 学Ґ授༩式 大学行事（会場未定）

　
օ
さ
ま
に
は
、
ฏ
ૉ
よ
り
後
援
会
活
動
に
͝
理
ղ
と

͝
協
力
を
い
た
だ
き
、
੣
に
あ
り
が
と
う
͝
͟
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
৽
ܕ
ί
ϩ
ナ
ウ
イ
ル
ε
感
છ
֦
大
に
൐

い
、
後
援
会
૯
会
は
௨
ৗ
の
ܗ
ࣜ
で
は
な
く
、
ॻ
໘
で

の
ܾ
ٞ
と
な
り
、
օ
さ
ま
に
͝
ෛ
୲
と
͝
໎
࿭
を
͓
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ܾ
ٞ
に
よ
り
、
２
０
２
０
年

度
会
長
に
ਪ
ڍ
さ
れ
、
１
年
ؒ
օ
さ
ま
と
ڞ
に
学
生
と

大
学
の
支
援
の
͓
ख
఻
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
法
政
大
学
後
援
会
は
、
１
̕
̐
̓
年
に
「
大
学
の
ڭ

ҭ
ํ
਑
に
の
っ
と
り
、
大
学
と
学
生
Ո
ఉ
と
の
連
絡
を

ۓ
ີ
に
し
て
ڭ
ҭ
事
業
を
援
ॿ
し
、
ซ
せ
て
会
員
૬
ޓ

の
਌
ກ
を
ਤ
る
」
こ
と
を
໨
త
に
、
อ
ޢ
者
ࣗ
ら
立
ͪ

上
げ
た
૊
৫
で
す
。
現
在
で
は
、
ट
౎
ݍ
͓
よ
び
北
海

ಓ
か
ら
ԭ
ೄ
ݝ
ま
で
の
全
国
3�
支
部
に
෕
฼
・
อ
ޢ
者

の
会
員
໿
２
ສ
̔
０
０
０
人
を
有
す
る
૊
৫
と
な
り
ま

し
た
。

　
後
援
会
の
事
業
と
し
て
「
৽
ೖ
生
෕
฼
の
集
い
」
や

「
෕
฼
࠙
ஊ
会
」
な
ど
が
༧
ఆ
さ
れ
て
͓
り
ま
し
た
が
、

ί
ϩ
ナ
Ւ
に
͓
い
て
会
員
の
օ
さ
ま
の
҆
全
を
ߟ
ྀ

し
、
こ
れ
ら
を
ࣗ
ॗ
・
中
ࢭ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ळ
以
߱
の
ߦ
事
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
援
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
৘
報
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
͝
֬
ೝ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
͓
ئ

い
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
ಉ
༷
の
学
生
支
援
に
Ճ

え
、
৽
ܕ
ί
ϩ
ナ
ウ
イ
ル
ε
の
Ө
ڹ
で
経
ࡁ
త
に
ひ
っ
ഭ

し
て
い
る
学
生
に
も
、
大
学
と
協
ٞ
を
し
な
が
ら
連

ܞ
・
協
力
を
ਤ
っ
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
72
年
の
ྺ
࢙
の
中
で
も
、
ඇ
ৗ
に
ݫ
し
い

ঢ়
گ
に
あ
る
と
ೝ
ࣝ
し
て
͓
り
ま
す
。
఻
౷
あ
る
後
援

会
を
ܧ
ଓ
し
、
学
生
・
大
学
を
応
援
す
る
た
め
に
、
ॾ

ઌ
ഐ
ํ
が
ங
き
、
क
り
ଓ
け
て
き
た
理
೦
を
し
っ
か
り

と
ड
け
ܧ
͗
な
が
ら
、
会
員
の
օ
さ
ま
と
৐
り
ӽ
え
て

ߦ
く
ॴ
ଘ
で
͝
͟
い
ま
す
。

　「
学
生
に
と
っ
て
҆
৺
で
き
る
大
学
」
と
な
る
よ
う
、

活
動
し
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
օ
さ
ま
に

は
、
よ
り
一
૚
の
後
援
会
活
動
΁
の
͝
理
ղ
、
͝
協
力

を
ど
う
ͧ
よ
ろ
し
く
͓
ئ
い
ਃ
し
上
げ
ま
す
。
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HOSEI
2020
August・

September

Պ໨（׺） 2020年度予ࢉ額

1.Ұൠऩೖ 231,622,000

ऩೖࡶ.2 2,507,000

3.ੵཱ金ɾҾ౰͔࢈ࢿΒͷ܁ೖ 25,000,000

4.༬Γ金ऩೖ 0

౰೥౓ऩೖ߹ܭʢAʣ 259,129,000

લ೥౓܁ӽ金 79,582,000

ऩೖ߹ܭʢBʣ 338,711,000

Պ໨（׺） 2020年度予ࢉ額

1.ࣗવ֐ࡂ౳ඃࡂ学ੜͷͨΊͷ学ੜࢧԉඅ 20,000,000

2.学ੜࢧԉඅ 98,693,000

3.ձһ৘ใඅ 29,899,000

4.ձһࣄߦඅ 42,894,000

5.໾һ׆ಈඅ 11,256,000

ըӡӦඅا.6 25,549,000

7.ਓ݅අ 11,997,000

8.学ੜࢧԉੵཱ金 30,000,000

ԉձੵཱ金ޙ.9 0

10.Ҿ౰࢈ࢿ 1,000,000

11.ະ෷金ࢧ෷ 33,000

12.લ෷金 0

13.༧備අ 5,000,000

຤ະ෷金ظ.14 0

15.લظ຤લ෷金ࢧ෷ 0

16.༬Γ金ࢧ෷ 93,000

౰೥౓ࢧग़߹ܭʢ̘ʣ 276,414,000

౰೥౓ऩֹࠩࢧʢ̖ʣ-ʢ̘ʣ ˚ 17,285,000

ӽ金ʢ̗ʣ-ʢ̘ʣ܁೥౓࣍ 62,297,000

ʢ̙ʣܭ߹ग़ࢧ 338,711,000

2020年度後援会૯会ॻ໘දܾ݁Ռใࠂ

2020年度 ऩࢧ༧ࢉॻʻ࢑定ʼ（2020年4月1日～2021年3月31日）

ʲऩೖͷ෦ʳ ʲࢧग़ͷ෦ʳ

ԉձ΢Σϒαイτの͝Ҋ಺ޙ˙
https://www.hosei-koenkai.org/

（୯Ґɿԁ） （୯Ґɿԁ）

法政大学ޙԉձ ࡧ ݕ

˔�։࠵ɾܾٞ೔ɿ2�2�೥�݄3�೔
˔�ॻ໘දܾड෇ؒظɿ2�2�೥�݄2�೔ΑΓಉ೥�݄27೔ࣄ຿ہॻ໘දܾ͸͕͖౸ண෼·Ͱ
˔�ର৅ձһ਺ʢ2020೥5݄1೔ࡏݱʣɿ2ສ7���ਓ
਺ɿ11��ʢॻ໘දܾ͸͕͖ͷఏग़ͷͳ͍৔߹ɺٞ௕ʹҰ೚ͱͯ͠औΓѻ͍ʣ࢖ߦݖܾٞ�˔
˔�ܾٞ݁Ռ
ɹୈ1߸ٞҊɹʮࢍ੒ʯ113�ɹʮ൓ରʯ4ɹʮແޮʯ17
ɹɹ	1
2�19೥౓ओͳۀࣄใࠂ	Ҋʣ
ɹɹ	2
2�19೥౓ޙԉձؔࣄߦ܎
ɹɹ	3
2�19೥౓ܾࢉॻ	Ҋ
ɺ؂ࠪॻ
ɹୈ2߸ٞҊɹʮࢍ੒ʯ1133ɹʮ൓ରʯ�ɹʮແޮʯ17
ɹ����2�2�೥౓	࢑ఆ൛
༧ࢉॻ	Ҋ

ɹୈ3߸ٞҊɹʮࢍ੒ʯ113�ɹʮ൓ରʯ�ɹʮແޮʯ21
ɹ����2�2�೥౓ޙԉձຊ෦໾һީิऀ
ɹୈ1߸ٞҊɺୈ2߸ٞҊɺୈ3߸ٞҊͱ΋ɺ͞࢖ߦΕܾͨٞݖͷ൒਺Λ্ճΓɺঝೝ͞Ε·ͨ͠ɻ

に͍ͭͯ࠵૯会։࣌ྟ
�݄ʙ ��݄։࠵ͷํ޲Ͱௐ੔͠ ͯ Γ͓·͢ ૯ձʹͯɺྫ࣌ྟ ೥ͷ૯ձٞҊʮܭۀࣄըҊʢ����೥౓ʣʯɺ͓ Αͼʮ༧ࢉҊʢ����೥౓ʣʯ
ʮຊ෦໾һީิऀҊʢ����೥౓�ิॆʣʯͷ৹ٞΛ͍ߦ·͢ ɻ։࠵೔ɺٞҊॻެ։ɺදܾํ๏౳ৄࡉ͸ɺޙԉձ΢ΣϒαΠτʹͯਵ
৽͍ͨ͠ߋҊ಺ɺ࣌͝ ·͢ ͷͰɺޙԉձ΢ΣϒαΠτΛ͝ ཡ͘ ͩ͞ ͍·͢ Α͏ ͍͍ͨ͠ئ͓ ·͢ ɻ
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૯ձʹͯ௥Ճ໾һબग़༧ఆ࣌ྟ˞

Պ໨（׺） 2020年度予ࢉ額

1.ࣗવ֐ࡂ౳ඃࡂ学ੜͷͨΊͷ学ੜࢧԉඅ 20,000,000

2.学ੜࢧԉඅ 98,693,000

3.ձһ৘ใඅ 29,899,000

4.ձһࣄߦඅ 42,894,000

5.໾һ׆ಈඅ 11,256,000

ըӡӦඅا.6 25,549,000

7.ਓ݅අ 11,997,000

8.学ੜࢧԉੵཱ金 30,000,000

ԉձੵཱ金ޙ.9 0

10.Ҿ౰࢈ࢿ 1,000,000

11.ະ෷金ࢧ෷ 33,000

12.લ෷金 0

13.༧備අ 5,000,000

຤ະ෷金ظ.14 0

15.લظ຤લ෷金ࢧ෷ 0

16.༬Γ金ࢧ෷ 93,000

౰೥౓ࢧग़߹ܭʢ̘ʣ 276,414,000

౰೥౓ऩֹࠩࢧʢ̖ʣ-ʢ̘ʣ ˚ 17,285,000

ӽ金ʢ̗ʣ-ʢ̘ʣ܁೥౓࣍ 62,297,000

ʢ̙ʣܭ߹ग़ࢧ 338,711,000

2020年度　後援会役員

ʲࢧग़ͷ෦ʳ ӈࣸਅɿલྻࠨ Β͔ү࡚ܙඒࢠ෭ձ௕ɺ٢
઒৴޺෭ձ௕ɺਗ਼ਫ৳ߦձ௕ɺኍౡөҰ
෭ձ௕ɺ૬ᖒ͞ ૯຿ࢠ͑
ࠨྻޙ Β͔ੴҪ࿱૯຿ɺਡ๚෦ਅཧ૯຿ɺ
੢޿ࢁೋ࿠૯຿ɺ༑རํ඙૯຿ɺܵԬޫ
உ૯຿ɺদ㟒࢘ߒ૯຿
ਅɿখྛ३෭ձ௕্ࣸࠨ

2020೥౓
法政大学ޙԉձ 
ӡӦҕһ

ձ ௕   清水 伸行
෭ձ௕ 磯崎 恵美子 小林 淳 廣島 映一 吉川 信宏
૯ ຿　 相澤 さえ子 石井 亘 諏訪部 真理 友利 方彦 西山 広二郎 鯨岡 光男 松﨑 浩司 
ৗ೚ࣄװ
　　4೥ 朝倉 賢司 伊藤 晴通 金子 裕子 國松 孝公 西尾 雅恵 平塚 則吉 
　　3೥ 熱田 夏子 石川 英一 大笹 勝典 春日井 恵 原岡 麗子 横山 久美子 
　　2೥ 浅見 佐亨 市瀬 恵美子 井上 宏 島村 孝子 滝沢 かおり 細井 圭一
ࣄ װ
　　4೥ 相川 毅 伊勢 和房 遠藤 澄江 古賀 ゆかり 田口 奈保子 中村 健太郎 永野 櫻子

新美 優子 松下 功一 吉田 勇二 
　　3೥ 岡島 健 小林 敏和 小宮 美知代 島田 昌彦 清水 由美 西尾 純子 宮原 富士雄

宮本 幸枝 我妻 麻子 
　　2೥ 石原 康弘 岩佐 大秀 蛯原 典子 小中 道子 杉山 美佐和 添田 一恵 玉井 裕子

仲間 ルリ子 中村 章子 長谷川 裕美子 畑島 久美子 柵木 久美子 松尾 奈穂子
؂ ࠪ 志田 ひろみ 向井 知子

2020年度父母懇談会中止に伴う会員向け代替企画のご案内
ɹຊ4݄ࢽ߸ɺޙԉձ΢ΣϒαΠτ౳ʹͯ͝Ҋ಺ͷͱ͓Γɺྫ೥ɺࢧ෦Ͱ͸7ɾ8݄ɺट౎ݍͰ͸1�݄ʹ։࠵ͷ෕฼࠙
ஊձʹ͍ͭͯɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱֦େ๷ࢭͷ؍఺͔Βɺࠓ೥౓͸։࠵தࢭͱ͍ͨ͠·ͨ͠ɻ
ɹྫ೥ͷ෕฼࠙ஊձͰɺձһͷօ͞·ʹ͝ௌߨɺ͝ࢀՃ͍͍͓ͨͩͯΓ·͢ϓϩάϥϜɺେֶڭ৬һʹΑΔʮཤम
੒੷௨஌ॻͷํݟʯʮब৬ঢ়گʯ౳ʹؔ͢Δઆ໌ɺ͓Αͼʮबݸ׆ผ૬ஊʯ౳Λࠓ೥౓͸ΦϯϥΠϯʢ8FCɾి࿩ʣ
ʹͯެ։ɾ࣮ࢪ༧ఆͰ͢ɻ

˙ ʮཤम੒੷௨஌ॻͷํݟʯʮब৬ঢ়گʯ౳ʹ
      ؔ͢Δઆ໌ʢࢿྉɾಈըʣ    8݄11೔ެ։༧ఆ

˙  WebʢZoomʣɾి࿩ʹΑΔबݸ׆ผ૬ஊ 
ʢର৅ɿ3೥ੜҎ্ʣ
ʻࢧ෦ձһͷօ͞·ʼ
ਃํࠐ๏౳ৄࡉ͸ɺ8্݄०ʹ༣ૹͷࢧ෦૯ձిࢠද
ܾͷ௨஌ॻʹಉ෧ͷॻྨʹͯ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
ʻट౎ݍʢ౦ژ౎ɾਆಸ઒ݝɾઍ༿ݝɾ࡛ݝۄʣձһ
ͷօ͞·ʼ
ຊ࣍ࢽ߸ʢ1�݄߸ʣʮޙԉձͩΑΓʯϖʔδʹͯ͝Ҋ
಺͠·͢ɻ
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27｜HOSEI 2020.8・9

校友会だより
Ұൠࣾஂ๏人๏政大学校༑会（以Լ、校༑会）は、「๏政ωοトϫーク」強Խにより校༑ݑষにᨳっている
「Ձ஋の創生・共創」を基本ཧ೦に、大学、後ԉ会と手をܞえて三ҐҰ体でॾࣄ業をਪ進してまいります。

海
外
に
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
る
法
政
大
学
校
友
会

第
一
号「
法
政
チ
ャ
イ
ナ
」再
興
の
経
緯

　
法
政
大
学
校
友
会
の
海
外
団
体
（
支
部
）
は
、

２
０
０
２
年
に
誕
生
し
た
法
政
大
学
チ
ャ
イ
ナ

校
友
会
か
ら
、
今
年
１
月
設
立
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

校
友
会
ま
で
13
カ
国
17
拠
点
に
及
ん
で
い
ま
す
。

国
内
・
海
外
在
住
の
校
友
は
、
オ
ー
ル
法
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

全
て
の
校
友
が
主
役
で
す
。

　
現
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生
、
学
生
や
本
学
関

係
者
の
絆
を
深
め
る
海
外
支
部
の
活
動
は
、
校

友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
校
友
会
報
「
オ
レ
ン
ジ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
再
興
し

た
法
政
大
学
チ
ャ
イ
ナ
校
友
会
は
、
現
在
、
中

国
国
内
に
4
支
部
、
会
員
２
０
０
人
を
有
す
る
海

外
最
大
級
の
支
部
で
す
。
設
立
時
、
北
京
エ
リ

ア
の
事
務
局
長
楠
本
路
子
さ
ん
が
再
興
の
経
緯

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
以
下
は
抜
粋
・

編
集
、
全
文
は
校※

友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）。

「
私
は
国
際
結
婚
を
し
て
、
98
年
か
ら
河
北
省

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
中
国
語
は
全
く
話
せ
ず
、

ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
見
ら
れ
る
時

代
で
も
な
く
、
言
い
よ
う
の
な
い
疎
外
感
を
味

わ
う
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
あ
る
月
刊
誌

に
『
明
治
大
学
の
校
友
会
が
設
立
』
と
い
う
記

事
を
見
つ
け
ま
し
た
。
法
政
大
学
に
国
際
電
話

で
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、『
現
在
は
中
国
に

校
友
会
が
な
い
』
と
言
わ
れ
、
ひ
ど
く
が
っ
か

り
し
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
校
友
連
合
会
（
現

校
友
会
）
の
中
野
忠
副
理
事
か
ら
『
ぜ
ひ
校
友

会
を
再
興
し
て
』
と
励
ま
し
の
連
絡
を
何
度
も

い
た
だ
き
、
元
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　
北
京
の
雑
誌
に
『
法
政
大
学
の
校
友
を
探
し

て
い
ま
す
』
と
掲
載
し
て
２
、３
カ
月
後
に
メ

ー
ル
や
電
話
が
寄
せ
ら
れ
、
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉

し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
中
国
各
地
で

校
友
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
知
り
、
と
て
も
誇

ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
や
応
援
団
出
身
の
唐
橋
伸
也
さ
ん
な

ど
の
協
力
に
よ
り
呼
び
掛
け
を
強
化
し
、

２
０
０
１
年
12
月
の
『
法
政
上
海
会
』『
オ
レ
ン

ジ
の
集
い
in
北
京
』
の
開
催
を
経
て
、
法
政

大
学
チ
ャ
イ
ナ
校
友
会
が
発
足
し
た
の
で
す
。」

2018年5月26日、๏政大学チャイナ校༑会15प年ه೦式యにて。中ԝの୆に࠲る3人のうちࠨ、 ୺がೇ本࿏子さん（1991年๏学部ଔ）

ւ֎ஂମҰཡ
๏政大学チャイナ校༑会
ニϡーϤーク校༑会
αンϑランシスコࢧ部
ӳࠃ校༑会
αイΰン校༑会
シンΨϙール校༑会
υイツ校༑会
ϕルΪー校༑会
ࣾᅶ๏人日本๏政大ላ୆ᖯ校༑။
ϑランス校༑会
校༑会ࠃؖ
๏政大学ロαンθルス校༑会
๏政大学ϋϊイオレンδ会
๏政大学ΞδΞݡ༑校༑会
๏政大学HAWAII๏༑会
๏政大学λイ・όンコク校༑会
๏政大学ϑΟリϐン校༑会

͓໰い合ΘせɿҰൠࣾஂ๏人 ๏政大学校༑会ࣄ຿ہ　Tel 03-3264-1831　Eϝール info!hoseinet.or.jp　ウΣϒαイト https://www.hoseinet.or.jp/

˞https://www.hoseinet.or.jp/20181207_china/
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Ố
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࿅
श

　
1
�
�
�ớ
ত
和
37
Ờ年
ʹ
ຊ
学
Λ
ଔ

ۀ
͠
ͨ
ࡾ
୐
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Π
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Ố

1
�
�
1
年
ʹ
૑
ઃ
͞
Ε
ỏ
ཌ
年
͔

Β
࢝
ಈ
͠
ͨ
ຊ
学
ͷ
ॏ
ྔ
ڍ
෦
Ͱ
͸
ỏ

ߴ
ߍ
࣌
୅
ʹ
શ
ࠃ
大
ձ
Ͱ
༏
উ
͠
ͨ
໦

฻
ໜ
෉
͕
׆
༂
͠
ͯ
͍
·
͠
ͨ
Ố

ߴ
ߍ
ଔ
ۀ
ޙ
΋
ڝ
ٕ
Λ
ଓ
͚
ͨ
͍
ͱ

ߟ
͑
ͨ
ࡾ
୐
͸
ỏ
ε
ϙ
ồ
π
Ͱ
ࠃ
ࡍ
෣

୆
ʹ
ཱ
ͭ
ͨ
Ί
ʹ
͸
ỏ
日
ຊ
ͷ
ݴ
༿
ʹ

ຏ
͖
Λ
͔
͚
ỏ
ਓ
֨
Λ
ߴ
Ί
Δ
͜
ͱ
͕

大
੾
ͩ
ͱ
ߟ
͑
ỏ
1
�
�
�
年
จ
学
෦

日
ຊ
จ
学
Պ
ʹ
ೖ
学
͠
ỏ
学
໰
ͱ
ε

͕
Ͱ
͖
ͳ
͍
ঢ়
ଶ
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͠
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͕
ỏ
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ỻ
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ồ
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Ͱ
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ͦ
Ζ
ỳ
ͯ
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জ
୆
ʹ
ཱ
ͭ
࢟
͕
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୊
Λ
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ͼ
·
͠
ͨ
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大
಺
͸
ۜ
ϝ
μ
ϧ
Λ
֫
ಘ
͠
ỏ
Ұ
ϊ
ؔ

΋
5
Ґ
ೖ
৆
Λ
Ռ
ͨ
͠
ͯ
͍
·
͢
Ố

　
ຊ
学
ͷ
ॏ
ྔ
ڍ
෦
ͷ
఻
౷
͸
ͦ
ͷ
ޙ

΋
ଓ
͖
ỏ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
σ
β
Π
ϯ
学
෦
Ͱ

学
Μ
ͩ
ࡾ
୐
޺
ớ࣮
ٛ
行
ͷ
່
Ờ΋
ỏ
ଔ

ۀ
ޙ
ʹ
Φ
Ϧ
ϯ
ϐ
ỽ
Ϋ
ʹ
3
౓
ग़
৔
Ố

�
�
1
�
年
ϩ
ϯ
υ
ϯ
ޒ
ྠ
Ͱ
ۜ
ϝ
μ

ϧ
ỏ
�
�
1
�
年
Ϧ
Φ
σ
δ
Ỿ
ω
Π
ϩ

ޒ
ྠ
Ͱ
ಔ
ϝ
μ
ϧớ
͍
ͣ
Ε
΋
48
Ω
ϩ

ڃ
ỜΛ
֫
ಘ
͠
ͯ
͍
·
͢
Ố

　
ࡾ
୐
ٛ
৴
͸
ỏ
Ҿ
ୀ
ޙ
΋
ࢦ
ಋ
ऀ
ͱ

͠
ͯ
日
ຊ
ͷ
΢
Τ
Π
τ
Ϧ
ϑ
ς
ỹ
ϯ
ά

ք
ʹ
ߩ
ݙ
Ố
࿅
श
؀
ڥ
ͷ
੔
උ
ʹ
΋
ਚ

ྗ
͠
ỏ
෱
ౡ
ݝ
܊
ࢁ
ࢢ
ʹ
଄
Β
Ε
ͨ
τ

Ϩ
ồ
χ
ϯ
ά
৔
Ͱ
͸
ỏ
日
ຊ
୅
ද
΍
ຊ

学
ॏ
ྔ
ڍ
෦
ͷ
ڧ
Խ
߹
॓
͕
行
Θ
Ε
ͯ

͍
·
͢
Ố

1  大学1年時、ボディコンテストにग़場したࡾ୐義৴（本人ఏڙ）
2 度のオリンϐックग़場後に自らの൒生をまとめた『όーベル人生』（ળ本社、1973年）࢛、୐義৴がࡾ 
3  2012年ロンドン大会でࡾ୐޺実がண用したコスチューム一式（本人دଃ）。లࣔでは、ベルトに入ったࢗしΎう「Hiromi」なども、間ۙにݟられる

औࡐ協 ɿྗHOSEIミュージアム事務室
※過ڈに掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum

。に相当しますڃは77キロڃミドル、ڃは62キロڃフェβー、ڃは現在の56キロڃはす΂て当時のもので、όンタムڃ֊のٕڝ※

3 2

重
量
挙
部
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
栄
光

〜
競
技
の
発
展
を
支
え
た
三
宅
義
信
〜

1

ΦʔϓχϯάςʔϚలࣔ
ʮ̨̝̤ ̞̚εϙʔπͷݪ఺ʯ

100年にわたって切り開いてきた法政スポーπと、
そのݪ఺をܗ くͮった人෺΍エϐιードを紹介
場所ɿࢢケ୩キャンパス۝ஈ๺校 １ࣷ֊
詳細ɿHOSEIミュージアムウェブサイト
　   　（https://museum.hosei.ac.jp）

ஈ֊త։ؗΛ։࢝͠·ͨ͠
����೥�݄ɺ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �͕

HOSEI 2020.8・9｜ 26

HOSEI717_24_ࠗ.indd   24 2020/07/21   11:22



HOSEIHOSEI
  
TOPICSTOPICS

※す΂ての記事の詳細は大学ウェブサイト（https://www.hosei.ac.jp）および関連リンクઌでごཡいただけます。

2019年12月
ͱSDGsਪਐ࿈ࢢాߴ཮લݝखؠ
ఆΛక݁ڠܞ

日ຊ࠷େڃのؔڥ؀࿈ΠϕϯτʮΤ
ίϓϩ 2019ʯʹ ग़ల

σβΠϯֶ޻෦γεςϜσβΠϯֶ
Պのֶੜ ʮ͕ϋʔυ΢ΣΞίϯςε
τ GUGEN2019ʯʹ てେ৆Λड৆

ཧڀݚֶ޻Պిిؾ子ֶ޻ઐ߈の
ຊਅґ͞Μࢁ ʮ͕ୈ20ճܭଌࣗಈ
ձγεςϜΠϯςάϨʔγϣֶޚ੍
ϯ෦໳ߨԋձ（SI2019）ʯʹ てʮ༏
लߨԋ৆ʯΛड৆

ཧڀݚֶ޻Պػցֶ޻ઐ߈の∁໦
ඒำ͞Μ ʮ͕日ຊࡐྉՊֶձ ୈ26
ճࡐྉՊֶएखऀڀݚ౼࿦ձʯʹ
てʮϓϨθϯςʔγϣϯ৆ʯΛड৆

ϑΣϯγϯά෦ʮୈ72ճશ日ຊϑΣ
ϯγϯάબखݖେձʯஉ子ϑϧʔ
Ϩでֶੜ্࢙ॳのશ日ຊ4࿈೼

2020年1月
ʮ։͔Εͨ๏੓21ʯֶ ज़ɾจԽ঑ྭ
ۚत༩͓ࣜΑͼ࠙਌ձΛ࣮ࢪ

ਫӭ෦ʮΞϦʔφΧοϓ ୈ27ճ౦
ઓʯ ঁ子૯߅ରق࿡େֶਫӭౙژ
߹༏উ、உ子3Ґ

ྩ࿨ݩ೥౓ʮެೝձݧࢼ࢜ܭ߹֨
ऀަྲྀձʯʮެೝձݧࢼ࢜ܭ߹֨
ॕլձʯΛ։࠵

2月
ୈ42ճ（2019೥౓）๏੓େֶݒ৆
࿦จत৆ࣜΛ։࠵

θϛのֶੜޱӦֶ෦ಎܦ ʮ͕ୈ33
ճ2019೥౓தখݒۀا৆࿦จʯ
ۚ༥෦໳ʹて४৆Λड৆

ࣾձֶ෦੨໦θϛのֶੜ ʮ͕TOHO 

K U  L O V E 2 0 1 9  G A K U S E I 
MOVIE CONTESTʯの PRϜ ʔ
Ϗʔ෦໳でάϥϯϓϦΛड৆

৘ใՊֶڀݚՊのখࣨޫ͞޿Μ
 γϯϙδ΢Ϝʮ25th Interࡍࠃ͕
national Symposium on Artifi 
cial Life and Robotics, AROB 
25th 2020ʯʹ てʮYoung Author 
AwardʯΛड৆

εΩʔ෦、ঁ 子GSͳͲΞϧϖϯε
Ωʔٕڝで޷੒੷

3月
ηϯλʔのऔΓ૊Έڥ؀ ʮ͕ୈ13
ճ৽॓ΤίϫϯɾάϥϯϓϦ άϧʔ
ϓ෦໳༏ल৆ʯΛड৆

େֶެࣜ΢ΣϒαΠτΛϦχϡʔΞ
ϧΦʔϓϯ

ୈ138ճֶҐत༩ࣜのதࢭ

4月
2020೥ೖֶࣜのதࢭ

ʮΦϯϥΠϯतۀʯʹ てय़ֶظのत
࢝։ۀ

5月
՝֎ڭཆϓϩάϥϜʮଟຎΩϟϯύ
εόʔνϟϧπΞʔʯ։࠵

৽ೖੜの͞ま͟まͳٙ໰ʹ౴͑Δ
ʮ৽ೖੜαϙʔτʯΛΦϯϥΠϯで
ࢪ࣮

ਤॻؗओ࠵のʮͭͳ͕Δಡॻձʯ
։࠵

日ӽେ （ֶϕτφϜ）ͱのʮΦϯϥΠ
ϯֶੜަྲྀձʯΛ։࠵

ࢽใh޿ HOSEI શɦϖʔδ΢Σϒ
࢝Λ։ࡌܝ

本学と学生、教һ、ଔ業生、付ଐ校などに関連する
主要トϐックスをまとめました。

HEADLINES

๏੓フΣア2020 開催தࢭ
　2020年9月に開催を予定していました「法政フェア2020」
は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止することと
いたしました。ご参加を楽しみにされていた皆さまには、ご迷惑
をおかけすることとなり大変申し訳ございませんが、ご理解をい
ただきますようお願い申し上げます。

法政ϑΣΞʹ͍ͭͯͷ͓໰͍߹Θͤઌ
卒業生・後援会連携室
☎03-3264-4924（平日9：00〜11：30、12：30〜17：00）
E-mail：koyu@hosei.ac.jp

2019�12～2020�05

デβイン޻学部౎ڥ؀ࢢデβイン޻学Պ今Ҫཾ一।教
授が、ྩ ࿨2年度Պ学ٕज़分໺の文部Պ学大ਉ表জ「Պ
学ٕज़৆（Պ学ٕज़振ڵ部໳）」を受৆しました。
受৆対象となったڀݚは、人のҠ動に関わる交通実ଶを

೺Ѳするためのղܾࡦとして、ܞ帯ి話ωットϫークのӡ用
データ（GPSではない所在エリア情報）をݩに、どこからどこ
にԿ人Ҡ動したかをࣔす人口流動౷計です。޿ҬのҠ動
経࿏΍खஈผ（ඈ行機、新װઢ΍高଎ಓ࿏のར用）の交
通ྔਪ計も可能としています。౎ࢢ交通ௐ査にٻめられる
౷計తな৴པ性を༗したデータとして、஍Ҭ૑生΍๷ࡂ計
画など、ଟ༷な分໺での活用が進められています。

デザイン工学部今井准教授らの研究グループが
文部科学大臣表彰・科学技術賞を受賞

情報メディア教育ڀݚηンター上ాߒ教授が、高等教育
機関のための情報ηキュリティ規定と教ࡐのීܒٴ発の業
੷により、ྩ ࿨2年度Պ学ٕज़分໺の文部Պ学大ਉ表জ
「Պ学ٕज़৆（ཧղ૿進部໳）」を受৆しました。
ಉ教授らは、「高等教育機関の情報ηキュリティ対ࡦの

ためのサンプル規程集」と教ࡐを࡞成・公開することにより、
情報ηキュリティポリシーのීܒٴ発と支援を進め、࠷新の
ঢ়گに対応したվగとීٴଅ進を行ってきました。情報ηキュ
リティ教ࡐのe-learningシステムによるఏڙもಛ௃であり、
ಉ教授が中৺となって開発され、ଟくの大学などで教育に
૊み込んでར用されている「ྙྙඣと学 う̈́ʂ情報ྙཧɿଟ
語情報ྙཧ・ηキュリティ教育オンラインコース」は2019ݴ
年度情報ॲཧ学会 ༏ल教ࡐ৆を受৆しています。これら
のऔり૊みが、わが国の高等教育機関の情報ηキュリティ
水準のҡ持、޲上にݙߩしてきたことが認められました。

情報メディア教育研究センター上田教授らの
グループが文部科学大臣表彰・科学技術賞を受賞

サッカー部の高木友໵બख（経済学部4年）のԣ඿FC
Ճ入が内定しました。また、長୩઒رݩબख（現୅෱ࢱ学
部4年）、関口ਖ਼大બख（現୅෱ࢱ学部4年）のϰΝンフΥー
レߕ෎Ճ入が内定しました。3人とも「2020年JFA・Jリーグ
ಛผࢦ定બख」に認定されましたので、今シーζンからのJリー
グग़場が可能となりました。օ༷、応援をよΖしくおئいします。

サッカー部の3選手が
Jリーグのプロサッカークラブに加入内定

関口બख
（ࣸਅఏڙɿサッカー部）

長୩઒બख
（ࣸਅఏڙɿサッカー部）

高木બख
（ࣸਅఏڙɿサッカー部）

　学生のڀݚ活動を奨 しྭ、࿦ཧత記ड़能ྗの޲上をਤ
ることを໨తとした「法政大学ݒ৆࿦文」、デジタルٕज़を
తに表現する「デジタ֮ࢹ使してアイデア΍メッηージをۦ
ルコンテンπ・コンテスト」の本年度の募集要項を本学ウェブ
サイトに公開しました。
【応募期間】ݒ৆࿦文ɿ9月28日（月）～10月5日（月）
　　　　　デジタルコンテンπɿ9月18日（金）～10月8日（木）

「๏੓大学ݒ賞࿦文」
「デδタルίンςンπ・ίンςスト」募集
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　2020年度の本学独自の奨学金（新・法政大学100周年記念
奨学金、法政大学学友会奨学金、大成建設株式会社奨学金、
鈴木勝喜奨学金、株式会社エイチ・ユー奨学金など）の採否結
果が8月下旬に発表されます。申請された方は、法政大学情報
ポータルサイトでご確認ください。
　採用期間は1年間で、年額を2回に分けて給付します。8月下
旬と12月中旬に申請の口座に振り込み予定です。
　これらの奨学金は返済不要の給付型ですが、2020年度中に
休学、退学、除籍などの学籍異動があった場合は、返還の義務
が生じます。また今年度の採否を問わず、毎年申請が可能です。

2020年度本学独自の奨学金の
採否結果の発表時期について

ビデオ会議「Zoom」を使用し、日本にいながら海外の学生と
つながる企画として「オンライン学生交流会」の開催が進んでい
ます。5月29日（金）を皮切りに、すでにベトナム、中国、カンボジア、
韓国にある複数の海外交流協定大学と、7月までに計9回の交
流会を実施しました。
交流会では、日本語を勉強している海外の学生との交流は日

本語、それ以外は英語を使用。当日は少人数のグループに分かれ、
「新型コロナウイルス（COVID-19）で考えたこと」「日常生活はど
のように変化したか」などをテーマに、それぞれのステイホーム経
験での気付きを語り合うグループディスカッションを実施。ディスカッ
ション後は、それぞれのグループで話し合った内容をプレゼンテー
ションし、全体で気付きをシェアするなど、新たなスタイルでの異
文化コミュニケーションの機会となりました。
※当日の様子は、HOSEI EYE（→P.2）でも紹介しています。

海外交流協定大学と
オンライン学生交流会を開催

　大学の各種データを掲載した学校法人
法政大学案内『H-Line』2020（A5判64
ページ）を発行しました。本冊子は主に学外・
一般の方に配布されます。

『H-Line』2020を発行

デザイン工学部今井准教授らの研究グループが
文部科学大臣表彰・科学技術賞を受賞

情報メディア教育研究センター上田教授らの
グループが文部科学大臣表彰・科学技術賞を受賞

サッカー部の3選手が
Jリーグのプロサッカークラブに加入内定

市ケ谷
法政祭

多摩
法政祭

小金井
法政小金井祭

準　備 11月4日（水）
3時限以降 － 11月4日（水）

大学祭 11月5日（木）
～ 11月8日（日）

10月17日（土）・
18日（日）

11月5日（木）
～ 11月7日（土）

2020年度大学祭日程

2020年度の各キャンパスの大学祭日程は下記の通りです。
※下記は予定であり、変更の可能性もあります。

　2020年4月から国が実施している住民税非課税および非課
税に準ずる世帯などを対象とした「高等教育の修学支援新制度」
（授業料等減免、給付型奨学金）は、本学も対象校です。学部
在学生の次の新規申請日程などは、2020年8月頃にご案内でき
る予定です。詳細は本学ウェブサイトを早めにご確認ください。

2020年4月からスタートした国の
「高等教育の修学支援新制度」次回申請について

　本学と関西大学はパートナーシップの下、「SDGsアクションプラ
ンコンテスト－持続可能な未来のために私たちができること－」を開
催します。
　両大学に在籍する学部生・大学院生を対象に、自らが主体となり、
SDGsを達成するために実現可能で、複数のゴールに関連するよう
なアクションプランを募集します。
　応募受付締め切りは9月１日（火）です。一次審査を通過したグルー
プは、11月7日（土）に開催される本審査（プレゼンテーション）に臨
んでいただきます。
　詳しくは、本学ウェブサイトで公開している応募要項を確認の上、
所定のエントリーシートを用いてメールにてご応募ください。

【お問い合わせ先】
法政大学SDGs＋（プラス）プロジェクト事務局
（総長室付教学企画室）

Tel: 03-3264-9930　E-Mail: kyogaku!hosei.ac.jp

KANDAI×HOSEI 
SDGsアクションプラン募集

　2021大学案内・入試ガイドと本学全15学部の「学部紹介パン
フレット」が完成しました。全国で実施する進学相談会などで配布
するほか、ウェブ上でもご確認いただけます。

法政大学入試情報サイト

2021大学案内・入試ガイドと15学部の
学部紹介パンフレットが完成

検索

法政　入試
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 ˟102-8160 
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協力　๏政大学後ԉ会

画・੍作協力　᷂日経BPぢアつ゚ふくアそا

ҹ࡮所　ਤ書ҹ᷂࡮ 

BOOKSຊֶઐ೚ڭ৬һͷۙ࠷ͷஶॻɺฤࢊॻɺ༁ॻΛ͝ ঺հ ·͢͠ ɻ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、3月中०ࠒ
からさま͟ まな行ࣄが中止になりました。学಺にも緊ுが
感じられ、新学期はどうなるのかの不安もありました。
　学生のօさんの入ߏがې止となり、طに࢓入れてしまっ
た教科書をそのまま返඼するのかと֮ޛしていましたが、
教৬員の方ʑの協力もあり、ウΣϒでのൢചをすることが
できました。४備期間1カ月ऑで、஫จ受付、ϐοクΞοプ、
ൃ送と、感染に஫意してগない人数でやりくりするのはࢥ
いの΄か大มで、ࣅているλイトルを間ҧえたり、ൃ送࿙
れが生じたりと、学生のօさんにはগなからずご໎࿭をか
けたのではとਃし༁なくࢥって り͓ます。
　ൢചの๩しさはऩଋしつつありますが、੩かな学಺が
গしऐしくも感じます。秋学期には͓会いできるのを しָ
みにؤுります。  （খۚҪߪങ書੶部）

法政大学ੜڠ׆ಉ組߹ॻ੶෦Αり
＜小金井キャンパス＞

オンライン授業に対応

˞日外Ξιシエーツ ਤ書಺容情報BookPlusを参র

国会をみよう
国会パブリックビューイングの試み
び掛けݺと「会をみよう。そして考えようࠃ」
る্੢ॆ子教授は、ࠃ会ύϒリοクビϡーイ
ングを主࠻。֗಄にスクリーンを࣋ちࠐんで
会৹議ө૾をөし出し、そのԣで自らマイࠃ
クをѲってライϒ解આを加え、ࠃ会でىきて
いることを人ʑに知らせている。本書は、そ
のようにして஀生したࠃ会ύϒリοクビϡーイ
ングという、খさいが新しいϝデΟΞによる1
年間の活動ه࿥。
্੢�ॆࢠ�ஶ� � �
ΩϟϦΞσβΠϯֶ෦� � �
ΩϟϦΞσβΠϯֶՊڭ�त
出൛ࣾɿूӳࣾクリエイテΟϒ
ൃ　行ɿ2020年2月

孤立する都市、	つながる街
引きこもり、孤独ࢮ、༮ٮࣇ待݅ࣄʕʕ。
౎ࢢ生活ではコϛϡニテΟのرബԽが進み、
ॅຽは孤立し、「ݰ関の中でىきている໰
題」が見えにくくなっている。こうした໰題は、
決してଞ人ࣄではない。では、どうすればい
いのかʕʕ。研究者、஍方行政୲౰者、
஍Ҭ活動のઐ໳家たちが、自らの活動で
得た経験・エϐιーυを๛෋に঺հしながら、
஍Ҭの人ʑがࢧえ合い、֗のՁ஋を্͛る
ための方策を多方面から解આする。 

શ࿑ڠࡁձʮͭͳ͕Γ฻Β͠ �ձʯฤूڀݚ
อҪ�ඒथ�ฤஶ� � �
ίϛϡχςΟֶࢱ෦෱ֶࢱ୅෱ݱ Պڭ�त
出൛ࣾɿ日本経ࡁ新ฉ出൛
ൃ　行ɿ2019年10月

江戸とアバター
私たちの内なるダイバーシティ
ా中༏子総長が本学協定校のニϡーϤー
ク・ニϡースクール大学教授の஑্ӳ子ࢯ
と共に、ށߐの分਎たちをόーチャルੈք
に生きるݱ୅のΞόλーたちにॏͶながら、
よりよく生きる方๏を୳るという書。ށߐจ
Խの多様ੑはμイόーシテΟそのもので、Ұ
人がԿ役も「Ξόλー」としてԋじるམޠ
にその࢟が֞間見られる。ถࠃで議࿦され
ている「ύϒリοクݍ」をͻいて、日本人が
本དྷ࣋つしなやかな生き方を࿦考する。
ాத�༏ࢠ�ଞ�໊�ஶ� � �
๏੓େֶ૯௕
出൛ࣾɿே日新ฉ出൛
ൃ　行ɿ2020年3月ヴァイキングの誓い

孤独なগ年δΣステΟンとܑと うูϰΝイキン
グのトーϞουʕʕ。൴との出会いがδΣス
テΟンのӡ໋をมえた。ϰΝイキング同士の
෮़のઓいにרきこまれ、旅に出たδΣステΟ
ンが、࠷後にたどりついた場所とは。ᷤ౻を
๊えながらͻたΉきに生きるগ年を、イΪリス
。αトクリϑがඳく࠽ಐจ学のҟࣇ
ϩʔζϚϦʔ�ατΫϦϑ�ஶ� �
����ਸ਼ਓ�ଞ�໊�༁ݪۚ �
ࣾձֶ෦ࣾձֶՊڭ�त
出൛ࣾɿ́ る΀出൛
ൃ　行ɿ2020年3月
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外出自粛となった4月から、「できる
ことから、できる人から」「学びを止め
ない」を合い言葉に、多様な取り組みを
始めました。複数の教員が講師となり、
教員間で勉強会を開催。スマホで手軽に
作るYouTube配信動画についてもレク
チャーしました。生徒の通信環境調査を
行い、家庭での環境整備にもご協力いた
だき、ビデオ会議「Zoom」による双方
向型ホームルームも進めました。5月に

はオンライン学習ツール「まなBOX」
を導入し、課題提出や生徒への個別の声
掛けも可能になりました。

10年目を迎えた子育て茶話会も、ビ
デオ会議で毎月開催し、保護者、教員、
スクールカウンセラー各回20余人が参
加。5月は家庭でのゲームのルールづく
り、6月は長引く休校のストレスとどう
付き合うかを話し合いました。6学年の
保護者同士でヒントが得られ、実り多き

会となりました。
緊急の備えとしてのみならず、学びを

深めるツールとして、今後もオンライン
授業の利点を生かし、対面授業と両立さ
せ、生徒の学習保障に役立てます。

法政大学第二中・高等学校

二中高でも新型コロナウイルス感染症
の影響は避けられず、3月から5月末ま
では休校、それ以後も分散登校という、
歴史的にも未経験な状況が続きました。
休校期間は「学びを止めてはならな

い」を合い言葉として、まずは教員総出
で教科書類を各家庭に配送し、オンライ
ンを活用した遠隔授業や生徒面談などに
取り組みました。教員と生徒、保護者双
方の環境設定と操作技能の習熟が前提と

なるだけに、幾度も試行錯誤を繰り返し
ました。それでも画面と音声だけで、生
徒たちの孤独感や不安を解消し、学習意
欲を高めることは決して容易ではありま
せん。しかしながら、できることをまず
はしなければ、家庭の負託に応えること
はできません。
教員と生徒たちが時間と場所を共有す

ることこそが、教育の根幹であることを
再認識する機会になりました。ここで得

たICT（情報通信技術）教育に関する知
見とスキルをはじめ、新しい生活様式を
前向きに取り入れ、今後の学校教育に活
かしていきたいと考えています。

コロナの下での二中高

法政大学中学高等学校
できることから始めたオンライン授業の取り組み

法政大学国際高等学校

　新型コロナウイルス感染症対策の政府
要請を受け、3月5日（木）から臨時休
業に入り、その後の状況に応じて6月3
日（水）まで延長しました。その間、生
徒は基本的に自宅待機とし「Google 
Classroom」、「Google Meet」、「Zoom」
などを使ってオンラインでの遠隔授業や
学習指導を行ってきました。
　教科書は受講授業に応じて箱詰めして郵
送し、入学式、オリエンテーション合宿、

体育祭、研修旅行などは中止。このような
ストレスが生じがちな環境の中でも、生徒
は協力をしてくれ、教員も知恵を出し合い
ながら、「自由を生き抜く実践知」を追究
し、学びを止めず進めてきました。
　6月4日（木）から年次、コース、授
業に応じた分散時差登校を段階的に開始
しました。生徒と教員が同じ空間で共に
創る授業が部分的に再開しましたが、
「三密」防止のため、夏休みまではオン

ライン授業を主とした形が続きます。
  秋以降の学校生活に向けて、「第二
波」に備えつつ、生徒と教員の対話を大
切にしながらプランニングを進めます。

休校中も学びを止めない

HOSEI 2020.8・9｜30
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Award

ࣗ༝Λੜ͖ൈ࣮͘ ફ஌େ৆

法政大学২෺ҩՊ学ηンターの活動は、
2019年12月に「自༝を生きൈく実ફ஌大৆」
にબग़されました。その活動に஄みがついた
໼ઌ、コロナՒ中に入ってしまいました。
本ηンターは、持続可能な社会をڴかす

「২෺ප」に対して、「実ફ஌」を݋にして௅Ή
機関です。「২෺ප」は、アフターコロナでも、
人ྨにٲなすものとしてݫવとଘ在します。
本ηンターのج൫である応用২෺Պ学Պ

では、ҩ学が「ఱવ౱」を๾໓したように、「؀
に΍さしい」方法で、২෺පを一つでもଟڥ
く๾໓しようとしています。後ʑ、「これは法
政大学がコロナՒ中にも೪り強く、ڀݚ開発
したもので、自વとڞ生する೶民にもँײさ
れている」と、口の୺に上るものにしたいと
考えています。Ւ中にあり、؊をঐめ、਋をচ
にする日ʑですが、スタッフ全һ、学生をྭ
まし、ಋき、ਫ਼進しています。

ίϩφՒ͕ա͗ ΋ͯʮ২෺පʯͱͷઓ͍͸Ռͯ͠ ͳ͘ ଓ͘
ੜ໋Պֶ෦ڭ授�২෺ҩՊֶηンλʔ௕��ੴ઒�੒ण

ʮ๏੓େֶ২෺ҩՊֶηンλʔʯ
ʢ࣮ફओମɿੜ໋Պֶ෦ʣ

২෺ҩՊ学ηンターは、২෺のප気、஬֐、生ཧ
ো֐および২෺育成஍の自વڥ؀อ全、修෮などに
関するݕ査、਍அ、ڀݚ、それらに関するॿݴ΍情
報のఏڙを行う機関として、2014年度に生໋Պ学部
応用২෺Պ学Պ内に૑設され、活発に活動をల開し
ています。

2014年6月～ 2019年3月の5年間で、ڀݚ協定9݅、
ҕୗ・د付18݅ڀݚのڀݚ਍அܖ໿を締結。थ木
ප֐΍μニྨの਍அಉ定ґཔを中৺に、142݅の਍
அґཔがありました。ٕज़ݚ修は17回開催され、の
΂525人以上がࢀՃ。47回のग़લߨ座・ߨ義を行い、
の΂2170人以上のࢀՃऀに対して、২෺ҩՊ学のߨ
義΍ߨԋを実施しています。
ۙ年では、+BNFT�/Hࢯ（カリフΥルニア大学リ

όーサイド校।教授）など国ࡍతにஶ໊なऀڀݚを
ট請して、学外の学生も交えた公開ηミナーを企画
し、教育΍ڀݚの成果を社会に発৴しています。

ϊミωートཧ༝・活動֓要

本ηンターの活動は、持続可能な社会をڴかす「২෺ප」に対して、生໋Պ学部応用২෺Պ学Պ
の「ڀݚ஌（ྗૅج）」を「実ફ஌（応用ྗ）」に変׵して、社会にあまͶく還ݩするものです。ҩ学
分໺でྫえると、ҩՊ大学におけるෟଐප院に相当するものです。世քతにݟても本ηンターのよう
な機能を持つ૊৫は少ないようです。
なによりうれしかったことは、大৆にબग़されたॠ間、਍அ΍ಉ定にܞわった学生たちの๹がόラ

৭にછまり、喜びにຬちたことです。ߨ義などでは体験できない、وॏな࢈ࡒとなったと৴じています。
「実ફ஌」とは、ཧ૝の社会をݟਾえて、自分の場でԿができるかをࢥ考し、行動することです。
Ҿき続き「一۱をরらす」事業をܧ続してまいります。（法政大学২෺ҩՊ学ηンター長　ੴ઒成ण）

受৆ऀからのײ૝

世քで生࢈される೶࡞෺のうち、໿ 3ׂはප気によってࣦわれているといいます。౎ࢢ྘化΍২
෺޻場における࠿ഓによって、新たなප気も発生しているということです。
২෺ҩՊ学ηンターの活動は、৯料問୊とڥ؀問୊を૊み合わͤた「社会の課୊ղܾ」の૊
৫です。২෺のڀݚはともすると、経済発లのために、Ҩ఻子૊みସえ΍೶ༀ、化学ං料ґଘに
よる૿࢈に޲かいがちです。しかし২෺ҩՊ学ηンターはපを࣏すという、২෺のଆにཱったબ୒
をし、生ଶܥをできるだけଛなわずに、人間のٌծを回ආする方޲に޲かっています。੨ക஍Ҭ
のകの木に఻છしているප気をಥきࢭめ、২木関ऀ܎΍高校生΁のݚ修をおこない、਍அ方法を
サイトで公開して୭もが使えるようにしています。まさにこれは、持続可能性というཧ૝に޲かう
実ફ஌そのものでしΐう。

総長からのબ定ཧ༝コメント

େ৆

2019年度「自༝を生きൈく実ફ஌大৆」には大学ݑষを体現するような実ફのऔり૊みとして18݅がϊミωート。
したףষに連なる本学のཧ念などのキーϫードをݑਖ਼な審査にて、大৆と大学ݫ 4�৆の計 5�৆がબ͹れました。

ここでは、それぞれの受৆のऔり૊みをॱに紹介します。

9102

2

イωබཱރ細ەපに
対する๷除試験
ɿແॲཧイωの発ࠨ）
පঢ়گʗӈ:ڥ؀に΍
さしい෺࣭ॲཧによる
高い๷除ޮ果）

「自༝を生きൈく実ફ஌大৆」の各৆の詳細΍表জ式の動画は、
HOSEI PHRONESIS（http://phronesis.hosei.ac.jp/）をごཡください。
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